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事務局だより

AAMT事 務局の ご案内

 '98年2月2日 か ら郵便番号が7ケ タとな り、「105」

か ら 「105-0011」 に変 わ ります ので お知 らせ い た し

ます、,

 また 、会 員の皆様 に とってAAMT事 務 局 がオ アシ

ス となる よう応接 コーナーを広 げ ましたので、 どうぞ

近 くにお越 しの節 は気軽 にお立 ち寄 りくだ さい。

    ∫、、

一一_一駒、淑 ユ 11～ ～ 一～.、～

一r105 …0011

東 京 都 港 区 芝 公 園3-5-12

電 言舌  03-5173-7135

FAX O3-573-0569

芝公園真田ビル

最寄駅は、地下鉄の日比谷線 「神谷町」 または、

          三田線 「御成門」です。

右が 東京 タワー、

左がAAMTの あ る芝公 園真田 ビル



High-Endな 機 械 翻 訳 シス テ ムの研 究 ・開発

副会長 辻井潤一(東 京大学教授)

 ネ ッ トワー クの発展 にともなって、機械翻訳が一

般 に広 く流布 する ようになって きた。秋葉原の電器

店 にい くと、 さまざまなゲーム ソフ トとともに、翻

訳 ソフ トが売 られてい る し、翻訳 ソフ トの優劣 を比

較す る記事 が雑誌 な どに頻繁 に掲載 される。商売 に

はつ なが らない といわれていた10年 前 が、夢 の よう

である。 ただ、機械翻訳 を とりまく状況 は、必ず し

も、 ば ら色 ではない。他 の ソフ トとバ ン ドル されて

販売 され るために、一本 あた りの利益が低 いこ とや、

PCの ブー ムが 一段 落 して、それ に ともなって新規

のユ ーザが増加 しないこ とが影響 している。 それ以

上 に、翻訳 の質、ユ ーザ ・イ ンターフェースな どの

点で、 まだ、多 くのユ ーザ を本 当に引 き付 けるだけ

の商品 になっていないこ とも、問題 であろ う。

 昨 年 の秋 には、 アメ リカ ・サ ンデ ィエ ゴでMT

SUMMITが 開 催 され、私 は残 念 なが ら出 席で きな

か ったが 、多 くの参加者 を集め たそ うで ある。 日本

か らの参加者 に会議の様子 を聞 いた ところで は、翻

訳者 を中心 と したユ ーザ の参加が非常 に多か ったそ

うであ る。 また、 アメ リカで は機械翻訳 の研究 開発

の黄金期 を迎 えている、とい うアメ リカか らの参加

者の感想 もあ った との こ と。

 日本での機械翻訳の商品化が、 ネ ッ トワー ク利用

の一般ユーザ をターゲ ッ トに し、それ一辺倒 になっ

てい ったの に対 して、翻訳家や情報分析専門家の た

めの シス テムへの興味 も、 ヨー ロ ッパや アメリカで

は強い ように見 える。情報分析のための機械翻訳 と

い う意味 では、 ヨーロ ッパ における多言語情 報検索

の研 究 ・開発 の動 きもあ る。 これ まで、別個 に研 究

・開発 されて きた情報検索 と機械翻訳 を統合す るシ

ステムの研 究であ る。

と相関 して 、広が った日本の翻訳 ソフ トは、い ま小

さな反省サ イクルに入 りつつ あるようである。 ただ、

表面的 なブームでは な く、本当 に使 われて広が るた

めには、翻訳家や情報分析の専門家が業務 に使 える

ような システムがあ らわれ る必要があ ると思 う。 こ

れ までの延 長で、 ネ ッ トワー ク用 の機械翻訳だけで

な く、業務 に使 われ る翻訳 ソフ トである。 この種の、

値段 は高 いが、本当の業務 に使 うこ とので きる シス

テムが開発 され、その技術 がLow-Endの 低 価格 の

一般ユ ーザ用 の システムに還元 される とい う
、ポ ジ

テ ィブなサ イクルが確立 されては じめ て、機械 翻訳

システムが 商品 として安定 した ものになる、 と思 わ

れる。

 ネ ッ トワー ク用 の翻訳 ソフ トは、機械翻訳が浮世

離れ したお話 しではな く、現実的 な商 品にな り得 る

ことを示 した点 では、大 きな役割 を果 た した。 ただ、

ネ ッ トワーク用 の翻訳 ソフ トー辺倒で は、ブームは

一過性の ものになる
。再 び、翻訳 を業務 とす るマー

ケ ッ トを 目標 に した、High-Endの 機 械 翻訳 システ

ム を目指す時期が きているよ うに思われ る。

 1999年 のMT SUMMITは 、本協会の田中会長が

中心 とな り、私が プログラム委員長 を引 き受 け させ

て もらって 、本協会が 中心 となって シンガポー ルで

開催 され る。 そのサ ミッ トで 、アジア ・日本で も、

「機械翻訳の黄金期 だ」 とい えるようにす るため に

は、ユーザ と開発 ・研究者 をむすぶ本協会の役割は 、

ます ます重要 になて きている。

 ソ フ トウェアの 、一般社会への普及は、拡張期 と

反省 期 を繰 り返 しなが ら、大 きな傾 向 としては、徐 々

に浸 透 してい くものであ る。 ネ ッ トワー クの広が り
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MT Summif all報告

MACHINE TRANSLATION:

蠣e5呼 σ翻
MTS・A畠 ㌔ 圏〆
           κ  『ジこ訟.
M・CHIN・ 撤 ・SLATI。 ・・臥5T・PFtFS・ 唖 和TUR・ ・:畠

,ジ∫♪
SAN DrEoo,29 0CToBER - l NovEM8ER, 1997           `

 第6回MT Summitが 、昨年 の秋 アメ リカ ・サ ン

デ ィエゴ市 にて開催 され、日本 か らもAAMT調 査

団11名 を 含む28名 が参加 し討議 、研究 、交流 を深め

て来 ましたので、その状況 を報告 します。

概 況

 2年 毎にアジア太平洋地域(AAMT)、 ヨーロ ッパ

(EAMT)、 ア メ リカ(AMTA)と 順 番 に開催 される

MTサ ミッ トは、今 回 はAMTAが 担 当 とな りカ リ

フォルニア州最南端 のサ ンデ ィエ ゴが会議場 となっ

た。

 期 間 は'97年10月29日 か ら11月1日 までの4日 間。

世 界23力 国か ら300名 を越 え る学 者、エ ンジニ ア、翻

訳 家な どが一堂 に会 し活発 な討議、交流が行 われた。

 発 表の うち 日本 か らは、京都 大学 長尾 真教授 、東

京工業大学 田中穂積教授 を含む5件6名 、展示会 に

は、 日本か らAAMT(UPF活 動 の成果)、東芝 、 NTT、

富 士通の4社 が参加 した。

 ま た、今 回か らIAMTの た め に顕 著 な 貢献 を し

た会員 に対 し、賞(IAMT Award of Honour)が 贈 ら

れ るこ と とな り、第1回 受賞 者 と してAAMT長 尾

真前会長が選 ばれ た。

 さ らに並 行 して行 われ たIAMT理 事 会 お よび総

会 にお いて、IAMT会 長 に 田中穂 積AAMT会 長 が

就 任 、次 回 のMT SummitV皿 を2年 後 の1999年 に

AAMTが 当 番 となって シ ンガポー ルで開 催す るこ

とを発 表 し、多 くの参加者か ら期待 と歓迎の声で了

承 された。

MT Summitの 開 催状況

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

開 催 地

AAMT

EAMT

AMTA

AAMT

EAMT

AMTA

AAMT

日本

西 ドイツ

ア メリカ

日本

ル クセ ンブルグ

ア メリカ

シ ンガポール

箱根

ミュンヘ ン

ワシン トン

神戸

ヘ ミサ イクル

サ ンデ ィエ ゴ

年 月 日

1997年9月17日 ～19日

1989年8月16日 ～18日

1991年7月1日 ～4日

1993年7月19日 ～22日

1995年7月11日 ～13日

1997年10月29日 ～11月1日

1999年

参加人員

200名

284名

310名

230名

350名

320名

媒 愈響
 塾

鎌灘鐵

会場の カタマラ ンリゾー トホテル 第1回IAMT賞 を受賞 された長尾真前会長(左)と

田中穂積現会長
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MT SumrnitVl

MT SUMMIT VI報 告

九州工業大学 情報工学部教授 野村 浩郷

 MT SUMMIT VIは1997年10月30日 よ り11月1日 に

かけて米国San Diegoに お いて 「機械翻訳の過去 、

現 在、未来」のテーマの下 に開催 された。参加者数

は314名(日 本 か らの参加者数 は28名)で あった。

 テ ーマ に沿 った各種講演 と機械翻訳 システムの紹

介、お よび機械翻訳 システムな どの展示があ った。

セ ッシ ョンは、 オープニ ングお よび キー ノー トの他

に30の 課題別の ものがあった。機械翻訳 システムの

紹介 は、15あ った。機械翻訳 システ ムなどの展示 は

26社 であ った。

 ア ジア太平洋機械翻訳協会(AAMT)と 日本電子

工業振興協会(JEIDA)は そ れぞれ参加 団 を派遣 し

た。本稿 は、紙面 の都合 によ り、両参加 団のメ ンバ

ーが協力 して作成 した報告書か ら抜粋 した内容 の概

要であ る。詳 細 な報告 書 はAAMT JournalのURL

で 閲覧で きる ようにす る予定で ある。 また、平成9

年 度 末 にJEIDAが 作 成 す る報 告書 に も掲 載 され る

予定 である。

 ア ジア太平洋機械翻訳協会か らの参加 団の メンバ

ーは、田中穂積(東 工大 、団長)、雨宮弘和(東 芝)、

石原 佳典(NEC情 報 シス テムズ)、伊藤悦 雄(東 芝)、

押 金章吾(富 士通)、白木沢佳子(科 技振)、福 沢桃 子

(イ デア)、美馬秀樹(ATR)、 森 本秀樹(富 士通)、吉

川 昌隆(ブ ラザ ー)、中島 泰雄(AAMT事 務 局)で

ある。

 日本電子工業振興協 会か らの参加団の メンバー は、

野村 浩郷(九 工大、団長)、亀井真一郎(NEC)、 北 村

美穂 子(沖)、 佐藤光弘(松 下)、高山泰†専(三 菱)、田

中裕一(ジ ャス トシステム)、松 井 くにお(富 士通)、

宮川孝次郎(JEIDA、 事 務局)で あ る。

 機 械翻訳は 、国際化の さらなる進展お よびインタ

ー ネ ッ トの急速 なる普及 などによ り、新 しい局面 を

迎 えてい る。 多言語処理 を含 む機械翻訳 は、避 けて

通 ることので きない技術であ る。 これに、昨今 の イ

ンターネ ッ ト高度活用技術であ る知的情報 ア クセス

の技術 を融合 してい く必要があ ろう。機械翻訳へ の

取 り組み 開始50周 年に当た り、 日米欧 における次 世

代機械翻訳へむけての重点的な取 り組みへの胎動が

感 じられる。

Opening Session

M.Vasconcellos&W.S. Bennett

 今 年 は、1947年 に ロックフェラー財団 の自然科学

部 門長 だったWarren WeaverがNorbert Wicnerに 宛

てた手紙 の中で機械翻訳の可能性 を示 した時 か ら数

えてち ょうど50周 年 に当たる。 それを記念 して、今

回の第6回MTサ ミッ トは 「機械翻訳の過去 、現 在、

未来」 をテーマ と した。 また、機械翻訳 の普 及発展

にお け る特 に顕著 な功 績 に対 して 贈 られ るIAMT

「Award of Honour」 を創設 した。 その第1回 目の

授与 者に京都大学の長尾真教授 を選 んだ。

Keynote:U.S Government Suport and Use of

    Machine Translation:Current Status

T.Pedtke (National Air Inteligence Center, USAF)

 米国政府機関は機械翻訳技術の発展を長年に渡 り

支援 してきた。米国政府機関における機械翻訳技術

の重要性の認識が最近とみに高まっている。50年 前

に機械翻訳が提唱 されて以来、概念検討期、初期開

発期を経て1966年 のALPACレ ポー トによって暗黒

期に陥るが、1979頃 からルネッサンス期を迎え、19

93年から現在に至る黄金期を迎えている。

 現在、機械翻訳の重要性が再認識されている要因

には、技術的なものと社会的なものとがある。技術

的な要因としては特にインターネットの発展が挙げ

られる。これに伴って流通する情報の量が爆発的に

増大 しているため、機械による言語処理の重要性が

再認識 された。社会的な要因としては特に冷戦終結

が挙げられる。これに伴い、多数の民族紛争が勃発

するなど、それまで扱っていなかった言語によって

書かれた情報源からの情報収集の必要性が生じ、機

械翻訳への新たな期待が高まっている、、
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 日本の場合、機械翻訳の必要性は経済的側面から

のみ考えられるので、日本語英語間の翻訳以外には

投資が行なわれにくい。これに対して米国では、上

記のように経済的にはあまり必要性の高くない言語

であっても、軍事的に重要な言語であれば機械翻訳

の対象になり、政府機関からの投資が行なわれる。

さらに研究開発人員の面においても、米国には世界

各国から人が集まるため、他言語から英語へ翻訳す

るシステムを構築する人材の確保が容易である。こ

れらの点において、米国の方が日本よりも多言語機

械翻訳の研究開発が推進 しやすい環境にあると言え

る。

Machine Translation Through Language Understanding

M.Nagao(Kyoto University)

 現 在 商用 システム として主流 になっている機械翻

訳 システムの問題は、文脈 や語 と語 の関係 を無視 し

た変換ベー スである ことが大 きな原 因となってい る。

それ を解決す るため、語 と語 の共起関係 を利用 して

翻訳す る用例ベースの翻訳 システムが注 目 されてい

るが、それで も文の深 い意味 や話者 の感情理解 を必

要 とする翻訳 には対処 で きない。 この問題 を解決す

る翻訳処理の1つ が 「言語理解 による翻訳」であ る。

 こ こで言 う言語理解 とは、文章か ら意味 ネ ッ トワ

ー クを獲得する ことを意味す る
。 したが って言語理

解に よる翻訳 方法 とは、 まずパ ラグラフや文章全体

を翻訳単 位 として知識 辞書 やヒューリステ ィックル

ールな どの多 くの原言語 の知識 を用いて
、構文解析、

意味 解析 を行 い、その文章 の意味 ネッ トワー クを構

築 し、次 に、その意味 ネ ッ トワークか ら対象言語の

文を生成 する、 とい う翻訳方法 を意味す る。

 現 在、その要素技術 の1つ であ る、意味 ネッ トワ

ー クか ら日本語文 を生成す る実験 を行ってい る
。

 今 後 、文化 や個 人の環境 に深 く関わる言語 知識 が

大量 に蓄積 されれば、言語理解 による機械翻訳 が実

現す るで あろう。

AReal‐Time MT System for Translating Broadcast

Captions

E.Nyberg, T. Mitamura(CMU)

テ レ ビ放送 の字 幕(VBIで デ ー タが 送 られ る も

の)を 翻訳 する システムには、 リアル タイムに処理

で きるこ と、断片的 な文 や未知語 、 ミス スペ ルに も

対応で きるロバ ス トなシステムである こと、事前/

事 後 のエデ ィッ トが で きないため、で きるだけ精度

の良い訳文 を生成で きるこ と、な どが求め られ る。

そこで 、事例ベ ースの翻訳 エ ンジンと、知識ベ ース

の翻訳 エ ンジ ンとを並列 に動 作 させ、それぞれ の翻

訳結果 に与 え られた点数 か ら、一番良い もの を訳文

として選択す る、 とい うシステム構成 を提 案す る。

現在 は、英語→ ドイツ語 の字 幕翻訳 を対象 と したシ

ステムを構築 中である。

MT from the Production Perspective

M.Flanagan(CompuServe)

 CompuServeは オ ンラ イ ンの文書 翻訳 ・後 編 集サ

ー ビスを5年 間行 ってい るが
、今後期待 されてい る

サ ービスは、フ ォーラムな どのメ ッセー ジ翻訳 やチ

ャ ッ ト翻訳、Emai且 翻 訳で あ る。特 に、即 時性 、マ

ルチ リ ンガル翻訳が望 まれるチャ ッ ト翻訳 の需要は

大 き く、新 しい翻訳 ター ゲ ッ トして注 目されている。

 チ ャ ッ トなどの インタラクテ ィブテキス トは、 ト

ピ ックが頻繁 に変わ る、 スペ ルや文法 ミスが多発す

る、文法 に則 らない記述や省略 、略語表現 な どが多

い 、などの理由で変換ベ ースの機械翻訳 システムで

の翻訳が難 しい。 しか し、その一方で 、一文 が短い、

その フォー ラム特有の決 まった表現が ある とい う利

点 もあ る。 これ らの特徴 を生か した新 しい翻訳 手法

が望 まれ る。

 一 方、ユーザ インター フェース も難 しい。 チ ャッ

ト参加者に混乱 を生 じさせ ない よう、複数 の言語 の

翻訳処 理結 果 を会話の流れ に沿 ってユ ーザ に提示す

る手法 が望 まれる。

F.Bruckert (Logos)

 Logosは 、情報産業分野 な どの 国際企業 を顧 客 に

持つ翻訳サ ービス会社で 、ネ ッ ト経 由での機械翻訳

サ ー ビス、機械翻訳 システム導入 とその翻訳工程管

理サ ー ビス、Translation Memory(TM)に よる ドキ

ュ メン ト管理 まで を含め た総 合的サ ー ビスの3形 態

のサ ー ビスを提供 してい る。翻訳 は種 々の文書形式

(HTML,FrameMaker etc.)に 準 拠 してお り、膨 大 な
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量の専門用語辞書を所有 してお り、多種多様なユー

ザのニーズに対応できるような細かなサービスを行

っている。今後のMTの 展望として、機械翻訳導入

による文書作成までも含めた翻訳工程の効率化があ

る。

MT R&D in Europe

R.Havenith (EC)

 ECはMTお よ び 自然言語処 理関係 の プロ ジェ ク

トを長年 に渡 り推 進 して きた。現 在のプロ ジェ ク ト

は以下 の とお りである。

LRE

ALEP

(Linguistic Research and Engineering

program、1991年 に 開 始)

(Advanced Language Engineering

Platform、1992年 よ り 開 始)

LS‐GRAM (Large‐scale Grammar,1994-1996)

SECC

TSNLP

LE

Otelto

LinguaNet

Aventinus

(Statistical English Check and

Correction)

(テ ス ト コ ー パ ス の デ ー タ ベ ー ス 、

1997-1998)

(Language Engineering Programme,

1994年 に 開 始)

(ネ ッ ト ワ ー ク の 利 用 を 推 進 す る プ ロ

ジ ェ ク ト、1996-1997)

(多 言 語 通 信 シ ス テ ム の 構 築 、1995-

1998),

(対 麻 薬 の た め の 国 際 警 察 プ ロ ジ ェ ク

ト、1995-1998年)

MT from an Everyday User's Point of View

A.Bech (Lingtech AS)

 デ ンマ ー クのLingtech社 は 、 MTシ ス テム を利用

して、特許文書の英語、 フラ ンス語、 ドイツ語か ら

デ ンマー ク語への翻訳サ ービスを行 ってい る会社で

あ る。MTに は、 PaTransと い うシス テム を利用 し

てい る。MT利 用 に より、50%程 度 の コス ト削減 に

成功 した。翻訳 の質 を向上す るため には、辞書 、特

に専門用語の拡張が重要 となって くるが 、そこで問

題 となるのが複 合語の登録で ある。現行のMTシ ス

テムに対す る要 求 として、翻訳 の質の向上 ももちろ

んであ るが 、辞書登録 な どの周辺作業 のための ツー

ルの 充実 、Post‐Editorの 充 実 、翻 訳 精度 向上 の た

めの ガイ ドッール、 といったシステム と しての使 い

易 さを向上 させ ることが重 要で ある。

R&Dfor Commercial MT

Exchange Interface for Translation Tools

Gr. Thurmair(GMS)

 多 言 語処理 にお けるテキ ス トと言語資源 を交換す

るための互換性 インタフェースの紹介。言語資源 に

は、翻訳 メモ リ(翻 訳対)、用語があ る。テキ ス トの

交 換 につ いて は、SGMLIHTML!XMLが 優 勢で あ る

が、RTFも 無 視 で きない。最近提 案 され た互換 フ

ォーマ ッ トの多 くはSGMLに よ って規 定 され てい

る。MARTIFと い う語彙 の互換 標 準 フ ォーマ ッ ト

が1SOに 提 案(ISO FDIS12620)さ れ てい るが、純

粋に単 語だけ に特化 した互換 フォーマ ッ トだけでは

多機能の語彙デー タベース には役に立た ない。 よ り

実用 的 な語彙 レベ ル の フ ォーマ ッ トと してOLIF

(Open Lexiconlnterchange Format)が 提 案 されてい

る。

 ま た、EUのEuramisの フ ォーマ ッ トがす べ ての

言語資源 を統一的 なフ ォーマ ッ トで記述 してい る、,

Laurie Gerber(SYSTRAN)

 商 用 の機械翻訳 システムでは、 コス ト省力化の た

めの生産性 が もっと も優先 され る。そのため、既存

の システム とコンポー ネン ト、既存の辞書 とコーパ

ス、既 存の ツー ルを使い こなす ことが重要。

The Current State of Machine Translation

H.L.Somers(UMIST)

 機械翻訳研究はここ10年間で規模が非常に大きく

なった。これは機械翻訳が研究、開発の段階を経て

実用の段階に達 していることを良く示 している、,機

械翻訳システムの力点は、現在ではWEBの ラフな

翻訳など少 し実用性にシフ トしている傾向がある,,

例えばWEB翻 訳では固有名詞処理、末登録語処理

などの技術が重要であり、そのような技術が盛んに

研究 されている。機械翻訳は、すでに開発 されてい

る自然言語処理技術の統合システムとして、また新

一5一



規 ドメインに適用されて新規技術を新たに研究 しそ

れを試す土台として、各要素技術の完成度を高める

上で最適の応用例であると言える。現在はまだ、話

し言葉の翻訳に関する報告は少ない。話 し言葉の翻

訳は中心的な話題の一つになるであろう。さらに機

械翻訳を有効活用するためには、機械翻訳システム

をユーザを含めた トータルシステムとして広 くとら

える観点が重要である。ユーザの行なうプリエディ

ット、ポス トエディットといった機械翻訳システム

活用技術に関するさらなる研究がますます必要にな

る。

Sharable Formats and Their Supporting Environments

for Exchanging User Dictionaries among Different MT

Systems as a Part of AAMT Activities

S.Kamei(NEC), E.ltoh(Toshiba),

M.Fujii(NOVA), T.Hirai(Sharp),

Y.Saito (Fujitsu LAB),

M.Takahashi(Kyushu Matsushita),

T.Hiyama(NIS), K.Muraki(NEC)

きるよ うにす るため 、すべ ての辞書情 報が記述 で き

るように設計 されたフ ォーマ ッ トである。 共通 フォ

ー マ ッ トは
、SGML様 の タグ形 式 に よる記述 を採

用 してい る。 また機械 だけで な く、人間に とっての

可読性 を重視 し、特別 なツール無 しにユ ーザが辞書

内容 を読 むことがで きるようにす るため、辞書 のマ

ス ター はテ キス トファイルと してい る。 ただ しユ ー

ザの辞書作成 を支援 す るための辞書作成エ デ ィタは

用意す る。

 現 在 は、基本 仕様 お よび拡 張仕 様 をほ ぼFIXし 、

機械翻訳 メー カ6社 が協 力 して各 メー カの シス テム

の独 自形式 のユ ーザ辞書 と共通 フォーマ ッ ト形式の

ユ ーザ辞書 との間の双方向変換 を行 な うコンバー タ

を作成 して翻訳 実験 を行 ない、 フォーマ ッ トの実用

性 を評価 中である。評価終了後 、1998年3月 に全体

の仕様 をFIXし 、 一般公 開の予定 であ る。

JEIDA's Bilingual Corpus and Other Corpora for NLP

Research in JAPAN

H.lsahara, JEIDA(通 信 総 研)

 アジア太平洋機械翻訳協会(AAMT)の 技術動向

調査委員会で行なっている機械翻訳ユーザ辞書の共

通フォーマ ット設定活動(UPF)に 関 しての報告で

ある。

 機械翻訳システムを有効活用するには、新 しい語

彙やユーザごとに使用する語彙を新たにユーザ辞書

として追加する必要があるが、翻訳辞書の構築には

原言語 目的言語双方に対する言語知識が必要であ り、

また実際の辞書作成には多大な時間と労力がかかる

ため、個々のユーザにとって大規模なユーザ辞書構

築には限界がある。そこでこの問題を解決するため、

機械翻訳ユーザ辞書の共通フォーマットを設定 し、

異なる機械翻訳システムのユーザ辞書の間でも辞書

情報 を交換できる電子環境(WEBペ ージ)を 構築

中である。

 ユーザ辞書の共通フォーマットとしては、基本標

準と拡張標準の二種類 を設定する。基本標準とは、

特に頻繁に登録される品詞に関 して簡便にユーザ辞

書が作成できることを目的 としたフォーマ ットであ

る。各機械翻訳ソフトは、このフォーマ ットに対応

することが推奨される。拡張標準とは、ユーザ辞書

間でデータ交換を行なう際に情報をもらさず変換で

 電 子 協 テキス ト処理技術専 門委員 会で作成 中の 日

英対訳 コーパス(テ キス トデータ)を 中心 に、RWC

コ ー パ ス、CRL単 文 デ ー タ も含 め て、現 在 開発 中

の言語 デー タについ ての発表であ る。 テキス ト処理

技術専門委員会では 、自然言語処理の研究の ための

一般公開 を前提 と した言語デー タと して
、 日英対訳

コーパス を作成 している。

 この他、 日本語 の言語 デー タと して は、RWCの

作 成 している大規模言語 デー タで あるRWCコ ー パ

スや、RWCの デ ータか ら係 り受 け関係 を抽 出 した

「CRL単 文 デー タ」が あ り、研 究用 に利 用 す る こ

とがで きる。

Multi‐lingual Spoken Dialog Translation System

Using Transfer‐Driven Machine Translation

H.Mima, O.Furuse, and H.lida

(ATR Interpreting Telecommunications Research

 Labs.)

 ATR音 声 翻訳 通信研 究所 で話 し言葉 を多言語 に

翻訳す ることを目的 に研究 ・開発 された多言語対話

翻訳 システムChat Translationの 発 表であ る。 Chat

一6一



Translationシ ス テムでは現 在、 日本語 か ら英語 、韓

国語、 ドイツ語、 さらに英語、韓国語か ら日本語へ

の5方 向の翻訳が実現 されてい る。 ホテルの予約 、

道案内、 トラブル シューテ ィング等の旅行 に関す る

会話全般 の翻訳 を対象 としてお り、受け付 けや窓 ロ

カ ウンターで使 われる表現 のほ とん どは カバ ー して

いる。 また、 インター ネッ ト等 を通 じて多言語 によ

る会話 シュ ミレー ションを行 な う機能 も備 える。

User‐Friendly MT

David Farwell&Stephen Helmreich(NMSU)

 ユ ー ザフ レン ドリィな機械翻訳 についての概 念 と、

プラグマテ ィックなアプローチによ りそれ を実現す

る方法。翻訳 の過程 は、翻訳者が特定 の表現に表 さ

れた原言語 の著者 の意図 を確認す るこ とか ら始 まる。

これ を解釈(lnterpretation)と 呼 ぶ。そ の後 で翻訳

(Translation)が 行 われ る。翻訳 にお け る最初 の過

程 は、対象言語 の発話者 とは異 なる言語学 的慣 習、

異 なる文化的慣習 、及 び異 なる世界知識 、すなわち

著者の意図 に基づいて、対象言語 と して表現 するこ

とか ら始 まる。次の過程 は、著者 の世 界知識 及び対

象 に関す る知識 を、翻訳者の世界知識 及び対 象に関

す る知識 に置 き換 えることで ある。 この ような過程

におい て、翻訳者 は翻訳 を生成 しなが らた くさんの

選択 を行わ なければならない。

MTR&D in Asia

H.Tanaka (Tokyo Institute ofTechnology)

 ア ジ アにおけ るMT研 究 は、 CICCを 中 心 と した

多言語 翻訳 プ ロジ ェク ト(MMT)が そ の代 表で あ

った。MMTで は 、 日本語、 中国語 、 タイ語、 イ ン

ドネシア語、マ レー シア語 を対象 と し、中間言語方

式 による多言語MTの 開発 を目指 して いた。 プロジ

ェク トは1995年 に終了 し、い くつかの成果 を納 めた

が、実用的 なMTシ ステムの開発 には至 らなかった。

現 在ア ジアでは、知識ベースか ら知識獲得へ 、多言

語か ら二言語へ、全文の翻訳 か ら部分の翻訳へ 、と

い ったパ ラダイム シフ トが起 こってい る。

From METAL to T 1:Systems and Components for

Machine Translation Applications

U.Schwall(GMS)

 専 門 家利用 型 のMTは 、ス タ ン ドア ロ ン型 のPC

に 変わ りつつ あ る。GMSのT1は 、 PC標 準 のユ ー

ザ インターフェースをで きるだけ採 用 し、かつ、徹

底 した翻訳 ワークフローをユ ーザに与える ことに よ

って翻訳 専門家 の要求 に答え た操 作性 の優れ たPC

上 で動作す る機械翻訳 システムである。翻訳環境 設

定、ユーザ辞書作成 などの通常 の フローに加 え、プ

ロフェッシ ョナ ルバー ジ ョンでは、TMの 構築 ツー

ル、参照 ッール、語彙拡張エ デ ィタ、語彙履歴機 能

な どが 提 供 され て お り、実 際 の 翻 訳 現 場(例:

Siemens社)で も実績 を持 つ。

Java and its role in natural language Processing and

Machine Translation

T.Read (Universitu ofGranada)

 Internet上 でHTMLやCGIの 使 用 に よ り例 え ば 下

記 の よ う な 自 然 言 語 ツ ー ル を提 供 して い る サ イ トが

あ る:

ARTFL:(仏 英 、 英 仏 辞 書)

http://humanities.uchicago.edu/forms unrest/

FR-ENC.html

Logos:(多 言 語 辞 書)

http:〃www.10gos.it/forumget.html

travlang'stranslating dictionaries(38言 語 辞 書)

http:〃www.travlang.com/languages。

 し か し 、 こ れ ら は デ ー タ タ イ プ の 制 限 や サ ー バ の

負 荷 な ど の 問 題 が あ り 十 分 に 活 用 で き る も の で は な

か っ た 。 そ う い っ た 状 況 下 で サ ンマ イ ク ロ シ ス テ ム

ズ がJAVAを 提 唱 し た 。 JAVAは プ ラ ッ ト フ ォ ー ム

に よ ら な い と い う触 れ 込 み だ っ た た め 、 非 常 に 高 い

関 心 を 呼 び 、 多 く の 自 然 言 語 研 究 者 が 」AVAを 用

い た 自 然 言 語 シ ス テ ム や ツ ー ル を 開 発 し よ う と研 究

を 重 ね て い る 。 』AVAで 書 か れ た 自 然 言 語 処 理 ツ ー

ル に 関 す る 情 報 源 は 以 下 で あ る:

オ ン ラ イ ン辞 書 参 照 シ ス テ ム

http:〃www.ugr.es!暫tread/molex.html

l莫字 ぞ灸索 ツ ー ノレ

http:〃www.cs.arizona.edu/people/rudick/

DrawAppleUindex.htmI
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The MT Market Perspective(Europe)

C.Brace(LIM)

 MTの ヨ ーロ ッパ の市 場 規模 は$120billionに 達

し、年20%の 成 長率 であ る。必要 なのは ワール ドワ

イ ドの言語資源 の共用。Unicodeの 標 準 化 などであ

る。

The MT Market Perspective(World and America)

L.C.Miller(MCS)

 1997年 は1995年 よ り20%上 昇 した。 また、新 しい

マーケ ッ トと してブラジルが注 目されるようになっ

た。今後注 目すべ き地域 は中国 とアラビア。今後の

機械翻訳の発展に欠かせ ない項 目は、機械翻訳 をユ

ー ザ の 目 か ら 見 る こ と で あ り、技 術 的 に は

UMCODE対 応 、 Localization、 標 準化な どである。

The MT Market Perspective(Japan)

Y.Shimamoto

プロ トタイプのデモで は、 それ ほど問題 ある ような

省略文等 は入力 され なか った。英語 とフラ ンス語 の

双方向翻訳。

Globalink

 Globalinkの イ ン トラネ ッ ト上 で、 Webお よ び電

子 メールの翻訳 を行 う もので、サ ーバ上 にMTシ ス

テムが置かれてい る。

ALTS Technologies

 1981年 に始 まった、 イ ンターネ ッ ト、 イン トラネ

ッ トを中心 とした各種文書処理技術 を提 供する会社

である。現在約20種 類 の言語 を扱 ってお り、90種

類 の言語 の辞書 を持 つ。 プ ロキ シー方 式 のWeb翻

訳 システムを、社 内イ ン トラネ ッ ト用 の翻訳 サーバ

ー として販売 している
。翻訳エ ンジ ンは 自社で開発

しているのではな く、 ヨーロ ッパ言語 はSYSTRAN、

日本語 はTSUNAMIを 使 っている。現在 、 LosAngels

Times、 GTE(ケ ベ ックの 電話 会 社)、Xeroxが パ イ

ロ ッ トユ ーザ として利用 している。

 日本では インター ネッ トの急速 な普及が特徴で あ

り、PCの 家 庭へ の普及率 は1995年 の2倍 、プ ロバ

イダ数は7倍 になっている。 インターネ ッ トは2020

年 には10億 ドルの市場になるだろ う。 日本 では、機

械翻訳 の 供給 は、OEM、 プ レイ ンス トー ル、他 の

ソフ トとの組み合わせ、パ ッケージ小売 り、オ ンラ

イ ンサー ビスなどがある。ただ し、小売価 格が 高い

ので ア メリカで は余 り見かけ ない ようで あ る。100

以 上 の英 日システ ムがあるが、 日英はその4分 の1

程 度であ る。 日本での機械翻訳 の主な使 われ方 はマ

ニュアルの翻訳やWEBの 翻訳 であ る。その ため、

インター ネ ッ ト用の翻訳 ソフ トは大量 に販売 されて

いる。

LOGOS Corporation

 カ ス タマ イズ機 能(ユ ーザ環境指定)は かな り詳

細 化 され ている。辞書 の分野 は200種 類 。 ター ミノ

ロジの収 集に も力 を入れている。 その一方で、ユー

ザに よる辞書構築 や管理 も簡単 に行 える ような環境

を提 供 している。ユ ーザの フロ ン トエ ン ドはJAVA

で実 装 している。

TRADOS

 Translation Memory(TM)主 導 の翻訳 支援 システ

ムである。TMの デー タとな る翻訳 テ ンプ レー トは

種 々のエデ ィタで作成 するこ とが可 能である。

【機械翻訳システムの展示】

【システム プ レゼ ンテー ション】

展示 していた機 関 ・会社 は以下 の通 りである。

CompuServe(MT of Real Time Chat:Mary Flanagan)

 CompuServeの チ ャ ッ トを対 象 と して リアル タイ

ムの オンライン機械翻訳 を 目的 とす るシステムであ

り、2人 以上のチ ャッ ト参加者の入力 テキス トを処

理す る。チ ャ ッ トのテキス トには句表現 、略語 、省

略が 多い ため 、独特の困難があるが、今 回開発 した

SYSTRAN NTT  NeocorTech LLC

LOGOS TRANSLATION SYSTEM ESTEAM Inc.

ATR CITAC Computer, Inc.

Fujitsu Software Corp. Toshiba AAMT

GMS ALTSTechnologies Inc. IBT, Inc.
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MCB Systems PAHO MT Systems

USC Information Science Institute

EPI*USE Systems(Pty)Ltd. Kielikone Ltd.

Universal Grammar

ク ロ ー ズ ドキ ャ プ シ ョ ン の 翻 訳

 以 下 、い くつかの システムについての展示内容の

概 要を順不動 で述べ る。

 亀 島産業製 のEJ-BANKとJE-BANKを 翻 訳 エ ン

ジンと して英 語版Windowsを 始 め とす るIBM l1二換

パ ソコ ン上で 実行 可能 な形 に して提 供 して い る,,

Tsunami MT(EJ>、TyphoonMT(JE)も 日本の ライ

セ ンス契約で使 っている。約11万 語 の コア辞書 と別

売で生物学、物理学 に関す る各11万 語 の専門川語 辞

書が提 供 され て いる。Webサ イ トは、 http:〃WWW.

neocor.com/

1)SYSTRAIV Software Inc.

 SYSTRAN PROfessional

 英 語 をベー スにフランス語 、イ タリア語 、 ドイツ

語、スペ イン語 、ポ ル トガル語 、 日本語の 各言語 を

対象 と した双方向の翻訳 システムと、 ロシア語 、中

国語か ら英語への単方向の総14方 向 に対す る翻訳 シ

ステムが用意 されてい る。機械翻訳 システムの デベ

ロッパー と しては歴史が古 く、言語ペ アのバ リエー

シ ョンが多いのが特徴 であ る。14の 言語ペ アに対 し

て総計250万 語 の辞書、ユ ーザ定義 辞書 、21種 類 の

分野専門用語 辞書 を備 えてい る。 また、MSワ ー ド

を始 め とす る一般 的 な ワ ー ドプ ロセ ッサ 、WWW

ペ ー ジ等 の レイア ウ トを保 存 した ままの翻訳 も可能

である。Webサ イ トはhttp:/1www.systransoft.com/

2)NTT Communication Science Labs.

 ALT-」1E、 日本語語彙体系

 NTTコ ミュニ ケー シ ョン科学研 究 所 で研 究 ・開

発 されて いる 日英翻訳 システム。翻訳 メカニズムと

して は従来の トラ ンスフ ァ方式 を基 に した ものであ

り、製品 と して売 られ ている ものではないが、辞書 、

文法 、語彙体系(シ ソーラス)共 に研究 ・整備 され

てお り、"オー プニ ング"、"超 ベ リーバ ッ ド"等 の 日

本語文中の未知の カタカナ語 の翻訳 も可 能。 また、

現在、岩波書店 よ り発売 中の 日本語語彙体系辞書が

同時 に展示 されてお り、ブラウザ上での データ閲覧

も可能であ った。 これ は、30∞ 種の意味属性 を用い

て 日本語単語30万 語の意味 を定義 した ものであ り、

また、用言6000語 の 文型 を結合価パ ターンにまとめ

た ものであ る。

3)NeocorTech LLC

Tsunami MT for Windows(EJ),

  Typhoon MT for Windows(JE)

4)LOGOS TRANSLATION SYSTEM

 Translation Express

 英 語 か ら ドイツ語 、 フラ ンス語 、スペ イン語、 イ

タリア語 、 日本 語、及び ドイツ語 か ら英語 、 フラ ン

ス語 、イ タリア語へ の機械翻訳 システムを基に、 イ

ンターネ ッ トを通 じて翻訳サ ー ビスを行 な うのを特

徴 とす る。 さらには個別の会杜等 のイ ン トラネ ッ ト

向 けの製品(Translation Control Centcr)も 川 意 され

てい る。 さらには辞書作成 ツールを川 いて独 自の単

語対や フ レーズ対 を追加 ・作成す ることが可能 とな

ってお り、翻訳処理 自体 を各ユーザで カスタマ イズ

す ることがで きるようで ある、,また、Microsoft Word

RTFを 始 め とす る著 名 な ワー プ ロ の フ ァ イ ルや

HTML文 書 等 もオ リジナルの フ ォーマ ッ トを保 存

した まま翻訳す ることが可能 とな ってい る、,

Webサ イ トは、 hup:〃www.logos-carom/

5)ESTEAM Inc.

 ESTeam BTR

 機 械 翻訳 と翻 訳 メモ リー(過 去に リンクされた翻

訳対 を呼 び出す ことで翻訳処理 を行 な う技 術)を 用

い た多言語 翻訳 システム。現在 、英語 、フラ ンス語 、

ドイツ語 、スペ イン語、 イタリアr語を対 象に、英語

を中間言語 とした ピボ ッ ト方式 を採用す るこ とで、

全 ての言語 に関 して双方向の翻訳が 吋能 となってい

る。

6)ATR音 声 翻訳 通信研 究所

 多 言語話 し言 葉翻訳 システムChat Translation

 話 し言葉 を多言語 に翻訳す ることを目的 に研 究 ・

開発 されたChat Translationシ ス テム、,現在、 日本

語 か ら英語、韓匡括吾、 ドイツ語、 さらに英語 、韓国

語 か ら日本語への5方 向 の翻訳 システムが開発 され

ている。ホテ ルの予約 、道案内、 トラブル シューテ
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イング等 の旅行 に関す る会話全般 を対象 と してお り、

一般 に市 販 されている旅行会話集 な どにあ る表現の

ほ とん どはカバー している。 また、 インター ネッ ト

等 を通 じて他 言語 との会話 シュ ミレーシ ョンを行 な

う機能 も備 える。Webサ イ トは、

http二〃www.itl.atr.co.jp!chattrans/index.html

8)Fujitsu Software Corporation

 Altas JE/EJ,TransLingo

 富 士 通 のAdasJE/EJで 、 日 本 語 版Windowsが 必

要 。 メ ニ ュ ー も 日 本 語 表 示 。 一 方 、WWWブ ラ ウ

ザ ー を 翻 訳 す るTransLingoは 、 英 語Windows上 の

WWWブ ラ ウ ザ ー で 日 英 翻 訳 を す る 。

7)AAMT(UPF活 動 の紹介)

AAMTのUPFに よるユ ーザ辞書の変換。

9)KIELIKONE Ltd

 Transmart

 ブ イ ンラ ン ドで唯 一の機械翻訳 開発 会社。

MS Wordで 作 られ たフ ィンラ ン ド語 のマ ニュアル

を レイアウ トを保 った まま、英語 に翻訳 する。

新刊魍讐の紹奔

AAMTの 会員である大阪大学 成田 一教授が、

も寄贈があ りましたのでご紹介します。

「パ ソコ ン翻 訳の世 界」 とい う本 を発 行 し、AAMTに

名

者

版

格

容

書

著

出

価

内

「パ ソコン翻訳の世界」

成田 一(大 阪大学 言語文化部 教授)

講談社現代新書

640円

「この本のタイ トルを 「パソコン翻訳の世界」 としたのは、あまりテーマを絞 らないで、機

械翻訳に関わる問題をあらゆる角度か ら扱いたいと思ったか らです。パソコンでの翻訳の

仕組みはどうなっているのか。人間の翻訳とどう違うのか。どの程度の文章が翻訳で きる

のか。機械翻訳を利用するには語学力が関係するのか。翻訳能力をどう評価すればいいの

か。どういう使い方があるのか。機械翻訳にはどういう歴史があるのか。 日本における開

発状況はどうなっているか。そもそも翻訳とはどういうものなのか。言語によって翻訳が

易 しい難 しいということはあるのか。翻訳を育む文化というものがあるのか。こうした誰

もが知 りたいと思 うことについてお話 ししたいと思います。」

                            (著者のまえが きより)

イベ ン ト報告

    テ クニ カル コ ミュニケー ター協会

    「テ ク ニ カル コ ミュニ ケ ー シ ョ ンシ ンポジ ウム'97」 の報 告

1997年9月4・5日 東 京 ・工学院大学

「か たち、色、音、動 き・一 …・電子 空間でのTC」 とい うテーマで、去 る9月4・5の 両 日、テ クニ カルコ

ミュニケー ター協 会の 「テ クニカルコ ミュニ ケー シ ョンシンポ ジウム'97」 が 開催 された。

 グ ラフ ィックデザ イナ ー杉 浦康 平氏の基調講演 のあ と、8っ の分科会 、42人 の発表 、6っ の特別 セ ミナ

ーお よび展示会 と盛 りだ くさんのプログラムで運営 され、昨年 を上 回る1050人 が 参加 した。

 AAMTも 協 力 団体 の一つ と して この シンポ ジウムに協 賛 した。
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M薫Su甜 漁W報 欝

SanDiego参 加 印 象 記

霧灘駆麹の欝繕線駁纂 羅

九州工業大学情報工学部 野村浩郷

 機 械 翻訳 は、国際化社 会お よび情 報化社会におい

て避 けて通 ることので きない技術 である。いわゆる

自然言語処理技術 を基盤 と して50年 に渡 る研 究開発

が実 をむす び、現在の機械翻訳 システムが実現 ・活

用 されるようになった。 しか し、技術 は未 だ初歩 の

段階 にあ り、多言語処理 に拘 わる諸技術 の さらなる

発展 と高度情報技術 との融合 を今後 も重点的 に推進

しなけれ ばならない。

 今 回のMT SUMMITに 参 加 して強 く感 じたこと

を敢 えて二つ に絞 って述べ ると、次 のようになる。

 まず第一は、米国のたゆ まない挑戦で ある。米国

にお ける機械翻訳への取 り組み は常 に政府の直接 的

な支援 と政府 との密接 なる関連 において推進 されて

きた とい って も過言ではない。50年 前の将来技術 と

しての機械翻訳の提 案 もさることなが ら、いわゆ る

ス プー トニ クシ ョックに端 を発す る研 究開発の歴 史

はい くつかの困難な局 面に遭遇 しなが らも着実に発

展 し、今 また世界 をリー ドしようとしている。その

背景 となるキーワー ドは、 インター ネッ トの構築 ・

活用 と種 々の紛争 に対処す るための情 報である。 イ

ンター ネッ トは21世 紀 の最 も重 要な社会基盤 であ り、

社会構造 と生活 様式 を変革 す る技術 で あ る。そ の

Gli(Global Information Infrastructure)と しての性 格

上 、多言語処理 ・機械翻訳 は必須 である。 ここで注

目すべ きこ とは、その よ うな要請 に答 え ようとして

日々挑戦す る財政 的支援者 と実務的研究者 ・技術者

の存在で ある。常 に問題点 を探求 しかつ 明確 に し、

その解決 に挑 むバ イタ リテ ィは、機械翻訳 のみ な ら

ずすべ ての分野 におけ る優位化 ・差別化 の原動力で

あるかの ように見 える。

 次 に第二は 、高度情 報技術 と しての知的情報 アク

セ ス との融合であ る。 これ に関 しての言及 はほとん

どなか ったように思 える。言葉 と してはイ ンターネ

ッ トやJavaな どが い くつか でて いた が、問題点 を

掘 り下げるには至っていなかったように思える。現

在は、ブラウザ上での翻訳や言語データの開発 ・共

有などが主たる論点 となっている。現時点での機械

翻訳の活用や さらなる機械翻訳技術の発展にこれら

が重要であることは言うまでもない。 しか し、そも

そも自然言語処理技術が知的情報アクセスという観

点から追究されるべきものであるといってもよいも

のであるから、時代 を先取 りするという観点からは、

情報アクセスにおける機械翻訳が中心的な論点とな

っていてもよかったであろう。機械翻訳の未来は言

語バリアを克服する知的情報アクセスにある。機械

翻訳の新 しい局面はインターネットへの知的情報ア

クセスの要請に関して顕在化するものである。

鍵 り多い調査団

富士通株式会杜 押金章悟

 青 い 空、青 い海、海に浮かぶた くさんの小船 一一

の どか な街 とい うサ ンデ ィエ ゴの第一印象の通 り、

MTサ ミッ トの会場 となったホテル も海 を望 む絶好

の場所 にあ り、 リラ ックス して講演 を聞 くことがで

きました。

 セ ッシ ョンの内容 と しては、機械 翻訳の歴史や現

在 の研 究動 向 についての ものが多かった ようです。

ユ ーザの視 点か らの発表 も多 く、これは機械翻訳が

現実 の業務 の中で実用的 に利用 されているため と考

えてよいで しょう。全体的には、 ネッ トワー クの普

及 による情 報の オンライン化で翻訳 の需 要は増 大す

る とともに、膨 大な量かつ短期 間の納期 の翻訳 業務

に対 しては機械 翻訳が必 要不可 欠の もので ある と関

係者 に認識 されてい ることが確信 で きました。

 講 演 や展 示な どで見受 け られ ましたが 、テ レビの

字幕翻訳 に的を絞った ッールな どは日本で も今 後、

利用の場 やニーズが増 えて来 るので はない か と思 い

ます。衛星放送 な どの普及によ り海外の コ ンテ ンツ

が 日本 に流 入 して くれば、機械翻訳が必要 にな らざ

るを得 ない よ うになるで しょう、,

 サ ミッ ト開催 中にハロウ ィンがあ り、思い思 いに
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着飾った仮装を見てアメリカの風俗に触れるという

貴重な機会もありました。実 り多い調査団に参加で

きて、同行の参加者の皆さんに深 く感謝いたします。

い ケー キ、 ポテ トチ ップス小1袋 、缶 ジュース と、

いか に もアメリカ的。 ち ょっ とが っか りしたの も事

実です。

まだまだ伸びる確信

株式会社東芝 伊藤悦雄

 欧 米 の機械翻訳技術や製品 に生 に接す る滅 多にな

い機会であったので色 々と学ぶ ことが多 く有意義 な

調査団で した。特 に、かつ ての翻訳結果 を利用す る

「翻訳 メモ リ」 や独 自のイ ンターフェースを持 たず

に 「MS-WORDと の 連携」 を重視 す る姿 勢 に特 長

を感 じました。

 MTサ ミ ッ トを通 じ、機械 翻訳 は まだ まだ伸びて

い く分野であ り、いず れ、サ ンデ ィエ ゴの様 に明 る

い 日差 しを浴 びる 日が来 ることを確信 しました。

San',Qiegoの 印 象

科学技術振興事業団 白木澤佳子

First impression

 San Diegoの 空 港か らバ スで会場&宿 泊先 のカタ

マ ラン ・リゾー ト・ホテルに向 かい ました。 バスの

窓か ら見えるのは青い空 、青い海 、ゆった りとした

街並み。ホテルのロビーには熱帯の植物が畿蒼 と茂

り、時間がゆっ くりと流れ てい るよ う。

Weather

 毎 日 、気持 ちの よい晴 天続 き。 昼 間はTシ ャ ッ

1枚 で大丈夫です が、朝晩 は結構冷 えますので上着

が必 要です。例 に よって会議場 は冷房が しっか りと

効いていて、上着 が手放せ ませ ん。 それ に して も、

どうしてア メリカ人はいつ で も、 どこで も、Tシ ャ

ツ、短パ ンで寒 くないので しょうか?

Box lunch

 予 め3日 分のボ ックスランチ(3日 分で18ド ル)

を頼んでいたので 、どこで何 を食べ ようか、 と悩 む

ことはあ りませ んで したが、中身は と言 うと、丸い

パ ンのサ ン ドイッチ1個(自 分でマ ヨネーズやマ ス

ター ドを付 けて食べ る〉、リンゴ1個 、ものす ご く甘

Catamaran Resort Hotel

 カ タマ ラン ・リゾー ト・ホテルは高層 の建物1棟

と、それ を取 り囲 むように立 っている2階 建ての コ

テー ジ風の長屋か らなってい ます。私 は コテー ジ風

の方 に泊 ま りま したが 、朝 は庭 を歩 いている黒 鳥の

鳴 き声で 目が覚め ま した。庭 にはイ ンコもいて、止

ま り木 に"Don't feed!They bite!"と い う札 が下げ ら

れてい ま した。 のんび りとしたいいホテルで した。

Halloween

 10月31日 が ハ ロウ ィンだったので、家の ドアや窓

に飾 り付け を した り、カボチ ャを飾 っている家 を見

かけ ま した。夜 は若者達が天使 、ゾ ンビ、動物 な ど

思い思い に仮装 して大騒 ぎ。ハ ロウ ィンとい うと子

供た ちのお祭 りとい うイメージが強 かったのですが、

一番楽 しんでい るの は大 人達 か もしれ ませ ん
。 会議

の参加者 に も、 カボチャ柄の ネク タイを している人

がい ま した。

 次 回は仕事で はな く、のんび りと滞在 を楽 しむた

め に訪ねたい と思い ました。

ラッキーな経験

雛 イデ ア ・イ ンステ ィテユー ト 福 澤桃子

 自分が これか らか かわろう としている分野へ の最

初の一歩が この ような国際会議の 出席 か ら始 まった

ことは、大変 ラ ッキーだ と思 う。 ヨーロ ッパや 、ア

ジア、 アメリカの多 くの 人々が機械翻訳 に携 わ り、

興味 をもってい ること知 った。 また、機械翻訳 とは

どの ような もので、 どの ような研究が行 われている

のか、私た ちの ような翻訳会社や翻訳者が実際 に使

用で きるものがあ るのか等、 日本 にい て本や資料 を

探そ うと して もなか なか見つ けられ ないが 、この よ

うに一堂にそろ った場所で実際の ソフ トを見せ て も

らいなが ら話 を聞け るとい う機会 は、このMTサ ミ

ッ トを除いてほか にあ り得 ない、 とい うことも実感

する ことがで きた,,
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 サ ン ・デ ィエゴは、気候 も良 く、新 しい もの と古

い ものが交 ざ り合ったす て きな街 である。サ ミッ ト

以外 で も、毎晩楽 しい催 しが行 われ、知 り合って間

もない方々 との交流 を深 める絶好 の機 会が提 供 され

た。おかげで、自分 の世界が少 し広が ったよ うに思

う。貴重 な経験 であった。

UPF'明 員の喜びと炎敗 と

蕊NEC情 報システムズ 石原佳典

 今 回 のMTサ ミ ッ トには、 AAMTが 取 り組 んで

い るUPF活 動 の展示説明員 と して参加 しま した。

 展 示 はUPF活 動 の説明 を行 い、実際 に ノー トパ

ソコ ンを操作 してUPFに よ るユ ーザ辞書 の変換 が

で きることを見せ る予定 で した。 しか し、実際 には

UPFの 活 動 を説 明す る こ とが 主 にな り、ノー トパ

ソコンを使 ってのデモ まで行 うことはあ ま りあ りま

せ んで した。活動内容 を説明する と、一様 に好意的

な反応 が返 っ て きま した。 また、UPF活 動 を 日英

・英 日の システム以外 にも広 げる予定は ないのか、

または、広げて ほ しい とい う質問や要望 を多 く受け

ま した。UPF活 動 の紹 介 とい う性 格上、か な り地

味 なブースで したが、最終的 に当ブー スを訪れ た人

は70名 ほどと地味 な展示の割 りには人が集 ま り、 よ

く聴い て くれ ま したのでホ ッ トー安心 しま した。

 この ように全般的 に順 調に終わ った展示ですが、

失敗談 とい うか笑い話(私 が笑われた話)は 、 日本

電子工業振興協会の団長 として参加 してお られ た九

工大 の野村 先生 に対 して、UPFの 説 明 を英 語 で し

て しまった とい うことで した。野村 先生はお名前 を

知 っていた だけで ご本人 にお会い した ことが なか っ

たの と、無言の まま私の前に立たれ、その何 ともい

えない雰囲気(迫 力)に 圧倒 され、エ ン ドレス テー

プ レコーダーの ように自動英語 説明モー ドになって

い た私 は思 わず、英語で説明 を始 めて しまったので

す。 まわ りの様子か ら、 どうや らこの方は 日本人だ

なと気が付いたのですがあ との まつ り。今更 日本語

にも変 えられず、その まま冷や汗た らた らで貫 きま

した。

 夕 食の席で さっそ く調査団の笑いの種 になったの

は言 うまで もあ りません。

巴ジネスへの期待

魔ATR音 声翻訳通信研究所 美馬秀樹

 サ ンデ ィエ ゴは11月 と言 って も昼間は泳 ぐことが

可能なほ ど温暖で、朝 夕は ジ ョギ ングには最良の気

候 とな ります。サ ミッ トの会場 とな ったホテ ルが海

岸 に面 しているこ ともあ り、カ リフォルニアの イメ

ージ としては最高 の シチュエ イションで
、早速 ジョ

ギ ングシューズを手 に入れ、映画 の ワン ・シー ンを

演 じてい る気分で 、毎朝 、海辺 で汗 を流 してか ら会

議 に臨 む とい う、 (日本で は まずや らない ような)

健 全 な生活 を送 って しまい ました。

 発 表で は、全体 として、技術的内容の詳細 を述べ

ると言 うよ り、それぞれの翻訳技術 の特徴 、主張点

を明確 にす る と言 った傾向が強 く、専門 の技術者 の

み ならず 、 (政治 的な意味 あい も含め)様 々な分野

の人間 を対象 とした主張 を行 な う傾向が見 られま し

た。

 ま た、 システムプ レゼ ンテーシ ョン等で は、多言

語 を対象 と した、イ ンターネ ッ トホ ームペ ージ、ワ

ー ドプロセ ッサ等 の既存の フ ォーマ ッ ト付 き文書 の

翻訳 に大 きな興味が持 たれ てい ることが伺 えま した。

 近 年で は、機械翻訳黄金時代 とも言われてい るよ

うで、展示会場 においては、既 に商品化 されてい る

もの、 ネ ッ トワーク経 由による機械翻訳サー ビス、

今後実用化が期待 され る音声翻訳 システ ム等 、様 々

な機械翻訳 システムが展示 され 、非常 に盛況で した。

日本のみで はな く、アメリカにおいて も、 (ビ ジネ

スチ ャンスと して)商 用機械翻訳 システ ムに大 きな

関心が寄せ られて いることが伺 えま した。

 ま た、 クローズ ドキャプシ ョン(字 幕)の 翻訳 シ

ステ ムの ように、ハ ー ドウェア化 された機器 も既 に

発売 されてお り、今後の機械翻訳 ビジネスの可能性

が大い に期待 され るところです。

冠
ぐ》一ぐ》

紗

、
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技術早分かり

機械翻訳と統計手法

NHK放 送技術研究所 浦谷 則好

 この 「技術早分か り」シリーズができたのは日本

機会翻訳協会であったころの第3号(1991年

11月)か らです。最初の4年 間で機械翻訳の基本

となる要素技術の解説は完了 しています。そして,

AAMTジ ャーナルNo.14か らは人間の翻訳 と機械翻

訳 を比較する観点から新たな技術解説が始まったの

ですが,品 詞,文 法,辞 書,曖 昧さの問題,対 話の

処理,翻 訳の方法と解説 してきました。読者にとっ

てはまだまだ知 りたいことは多いのかも知れません

が,私 が書 くことのできるテーマはすでに尽きてい

る気が しています。そこで,今 回は視点を変えて,

最近機械翻訳に限らず,コ ンピュータによる言語処

理で盛んに使われている統計手法について概説 して

みたいと思います。数学に全 く興味がない方も,ま

ずは読んでみて統計手法のおもしろさを漠然とでも

理解 していただければ幸いです。

 言語処理で使われる統計手法について概説すると

言っても,私 は統計の専門家ではありませんので細

部で不正確なことを書いてしまうかも知れません。

ここではあ くまで統計の素人にちょっとでも統計手

法のことを理解 してもらおうという気持ちで書 きま

すから,そ のつもりで読んで ください。

1.平 均値ってなんだろう?

 何かの数値の与えられたデータをもらうとす ぐに

平均値を出したがる人がいます。そ して,平 均値を

出してデータ全体を理解 したような気になっていま

す。 もちろん,も うちょっと用心深い人は分散まで

求めるので しょうが,し かし平均値ってそんなにあ

りがたい ものなんでしょうか。別に私は偏差値教育

を批判するためにこの話を持ちだしたわけではない

のです。純粋に科学的な意味で疑義 を挟みたいので

す。

 平均値はある集団(あ るいはそこからの標本)が

与えられたとき, 「典型的な値」あるいは 「位置を

示す尺度」として用いられるものです。ですから,

もし集団から少数の標本が抜け落ちたか らといって

大きく変化するようでは困るわけです。つまりはちょっ

とした測定の違いに対 してロバス ト(頑 強)で なけ

ればなりません。正規分布(ガ ウス分布 ともいわれ

るあの中央が丸い山になっている良く見る分布形で

す)の 場合には確かにあらゆる意味で平均値は最良

の尺度であると言われています。 しか し,日 本の家

計の平均収入を聞いて,「 俺はそんなにもらってな

いそ」 と思 う人は多いはずです。それは収入の分布

が正規分布から大きくずれているからです。少数の

お金持ちが平均を押 し上げている結果です。このよ

うに左右対称 とはならない分布の場合には平均が良

い尺度でないことは直感的にも分か りますが,コ ー

シー分布(自 由度1のt分 布)の ようにちょっと見

には正規分布 と似た形の場合でも平均はほとんど意

味を持たないことがあるのです。ある集合からラン

ダムに20個 選んで,平 均値を求めるということを

何回も実行することを想定 します。そのとき,平 均

値のロバス ト度合いをその分散で見てみると,母 集

団(標 本を選ぶ元となる集合)が 正規分布の場合を

1.0と したとき,コ ーシー分布では10000を

超えて しまいます。それでは,も っと良い尺度はな

いもので しょうか。メディアン(中 央値)は コーシー

分布でも分散は3程 度でずっと良い尺度ということ

が言えます。ただし,正 規分布の場合には1.5と

なって平均値より劣 ります。 トリム平均(標 本の上

位α%と 下位 α%を 除いて平均 を取ること)で αを

10(つ まり上下2個 ずつ除去)と したときには,

コーシー分布で7,3,正 規分布で1.06程 度に

なって極めて良い尺度ということが分か ります。こ

れか らは,正 規分布から外れた分布を相手にすると

きは代表値 として トリム平均かメディアンを用いる

ことにしましょう。

2.nグ ラム

 「翻訳X、 にな っX,ら や めX3ま で 毎X、が勉 強X5

の に,X6械 はrx7職 』 しXxら 毎 回Xg字 通 りXioす

だ けX 全 然 勉X,,し な い 13。」
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 さて,XI～Xi3ま で それぞれ1文 字が入 るのです

が,ど ん な文字 か分 か りますか。正解 は,X,=家,

X2=た, X3=る, X4=日, X5=な, X6=機, X,

=就
,X8=た, Xg=文, X,o=訳, XI1=で, Xl2

二強
,X13=ね,で す 。こ の文は前号 の 「技 術 早分

か り」 の先頭 の文章です。 あなたは どれ くらい分か

りま したか。全問正解 というわけ にはいかな くて も,

か な りあ なたは良い点数が取 れたはず です。 その理

由は,「 頭が 良いか ら」 に違いあ りませ ん。 さて,

そ れでは何 を手掛 か りにXI～Xl3ま で を推 定 したの

で しょうか。一言で 説明すれば,こ の文章の文脈 と

あなたが保 持 してい る常識 を使 って推 定 したのでは

ないで しょうか。

 そ れでは,「 頭の悪 い」 コンピュー タに同 じこと

をや らせ るにはどうした らよいで しょうか。 エ ドガ ・

アラ ン ・ボーの小 説 「黄金 虫」 には暗号 を解 くのに

英語文字 の出現頻度の違 いを用 いる方法が 出て きま

す。英語文 ではスペ ース を除 けば,一 番多 く出現す

る文字 は`e'で す 。 こう した傾向 を使 って暗号 を

解読す るわけです。 この ように個 々の文字の出現の

傾向 を確率 を使 って表す ことをユ ニグラム(unigram)

と呼 んでい ます 。あ る記号が`t'だ と分か ったと

き,そ の次 に来 る記号 を解読す るには,ユ ニ グラム

だけで はな く`t'に 続 く文字の傾向 を使 うことが

で きます。 `ピ の次 に来 る可能性の一番高い文字

は`h'で す 。他 には`a', `e', `i',

`r'
, `o', `u'な どが候補 として有力です。

ある文字が出現 した とい う前提 の もとで次 の文字の

出現傾 向 を確率(条 件付 き確率)で 表す ことをバ イ

グ ラム(big㎜)と 呼 ん で い ます 。搬 的1こ は(n

-1)個 の 前提 となる文字 の出現 の もとでn番 目の

出現 傾 向 を確率で 表す こと をnグ ラム(n-grans)と 呼

ぶ わ け で す 。 式 で 書 く と,P(κ 。1κ1κ2_κ 。-1)

とい う具合 にな ります。

 そ れではその確率 はどの よ うに して求めた らよい

の で しょうか。その答 えは単純 です。 デー タを集め

て,確 率 を計 算すれ ばよいの です 。 もちろん,デ ー

タは今 か ら推定 しよ うと している もの にで きるか ぎ

り近 い もの を選ば なけれ ばな りませ ん。上 の例題の

Xi`Xuを 推 定す るの に数学 の参考書 のデー タを使

の はあ まり有用では ないで しょう。それか ら,nグ

ラムのnは で きるか ぎり大 きいこ とが望 ましいわけ

です が,表 が大 き くなる(表 の大 きさは文字の種類

のn乗 に比例す るの で 日本語 の場 合JISに あ る文

字だけに限定 して も,nが2で5千 万, nが3な ら

3千 兆を超 え る)こ と と,表 が スバ ース(値 の入 ら

ない場所 が多 くな ること)に なって確率の推定が不

正確 になるため,nは2や3に 取 られ ることが多い

よ うです。nが2な らX2を 求 め るの に`っ'が 前

にあ るとい う事実 しか使え ませ ん。 (逆 向 きもゆ る

せば`ら'が 後で ある とい う事 実 も使 え ます が)人

間に比べ てなんて貧 弱な知識 しか使 えない もので しょ

うか。で も,こ の技術 を使 えば推定の範囲 をずいぶ

ん狭 め られるのがお分か りになるで しょう。

 nグ ラムは音 声認識の音素の推定 などに良 く使 わ

れてい ます。機械 翻訳で も形態素解析 の品詞推定や

スペ ルチェ ックな どに使われる ことがあ ります。 ひ

とつ補足 しておか なければならないことがあ ります。

nグ ラムの確率 はデー タか ら推 定する と言い ま した

が,デ ータが相 当に大 きな ものでなければ観 測値そ

の もの を推定値 とす るのは危険 です。 データには1

回 も出現 しなか った文字 のつ なが りが現実 には起 こ

りうるか も しれ ないか らです。 もし,そ うい うこ と

に遭遇す ると大抵 のプログラムは破綻 をきた します。

そこで,観 測値に修 正を加えて推定値 としています。

一番 単純 には観測値 では0と なって しまった もの全

てに小 さな値(例 えば0.000Dを 与 える とい う方法

が取 られ ます。通常 は

t)(κ"1κlx2… κ"_、)eλ.P(κ 謂κ、κ2…Xn-11

         +λ 祠P(x lxzx3...x .1)+…

         +λ 、P(X.1κ_、)+λlp(κ 。)+λ 。

の ように1～nグ ラム までの観 測値 にanか らaIの

重 み を掛 け て修正 する方法 が取 ら れます 。 λoは 全

ての推 定値 を底 上げ す る定 数です 。 この λ,～ λ。を

決 めるのにいろい ろな方法が提案 されてい ますが,

こ こでは触 れ ませ ん。デー タが十分にある ときは

 nは1に 近い 値 を取 り,他 は0に 近い値 にな りま

すが,デ ー タが十分 で ない ときは λ,を1に 近 付け

るこ と(し たが って他 のnを0に 近付 ける こと)が

で きませ ん。

3.tス コ ア

 「NlがV,し て い るN2をV2し た 」 とい う文 があ

る とします 。 この ときVlの(意 味上 の)主 語 はNI

で し ょうかN,で しょうか。V,の 主語はN,な ので しょ

うか。具 体的 な もの,例 えばNl=鳥, V,=飛 ぶ,
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N2=空, V2=見 る などが入 れば人なら簡単に何

が何に係っているのか,そ の意味は何なのかを理解

することができます。Nz=虫, V,=食 べる なら

係 り受 けやV,の 意味上の主語が変って しまうこと

がお分かりでしょう。つまり,上 の文は品詞だけで

は係 り受け関係を決められないわけです。それでは,

「頭の悪い」 コンピュータに人まねをさせるのにど

んな方法が考えられるで しょうか。

 このとき共起関係(あ る単語と別の単語が一緒に

出現すること)を 使うことが考えられます。すなわ

ち,「 飛ぶ」の主語とな りうるものを辞書に全て列

挙 しておく,「 見る」の主語となりうるもの,目 的

語となりうるもの,… という具合です。 しか し,

これは事実上不可能です。そこで,言 語データが集

めてあればそこから統計的にこうした関係を導き出

せないかということを考えます。

 tス コアというのは,2つ の集団において,平 均

値に差があるかどうかを検定するのに用いる指標で,

        x, -x2    r=

        61- 十62
        nl     n2

で計 算 され る もの です。 元1,nl,σ1は それぞれ,

Xlの 平 均値,標 本数,標 準偏 差で, x2側 も 同様 で

す。XlとXZが 独 立 で正規分布 してい るとき,こ の

tも また(規 準)正 規分布 するこ とが分か ってい ま

すので,tの 絶対値が1.96よ り大 きければ5%

の 有意水準(つ ま り間違 いの判定 をする確率が5%

以 下の こと)で,「 もとの集団の平均値 は同 じでな

い」 と判定す ることが で きるわけです。

 さて,そ れで はこのtス コアを使 って,単 語 と単

語の共起関係 をどの よ うに計算 した らよいので しょ

うか。 まず,2つ の単語が 同時 に出現 する と見なせ

る範 囲 を決 め ます 。例 えば,「 同一 の文」 とか,

「同一の段 落」 とか, 「2つ の単語 の距 離が10単

語以内」 だ とか,応 用 に応 じて決 めるわけです。 そ

して,同 時に起 こる回数f、yと 個 々 の単語 の 出現 回

数f、,fYを 求 め ます。全単語 の 出現 回数 をNと す れ

るという前提の もとで, (たまたま)2つ の語が共

起する確率をとれば,tス コアは 「2つの語が独立

に共起 している」という前提からのずれの大 きさを

表 していることになります。言い換えれば,tが 大

きいほど2つ の語は同時に出て くる傾向が強いわけ

ですから共起関係 にある語 と言 うことができます。

この場合のtス コアの式 をf,y,1y, fY, Nで 書

き直すと,

       ん  fxプy

    tニ  ノV    /V /V

          療
とな ります。前述の式の分母のaZを 含 む項が消え

た形になっています。これは,px, pyが 小 さいと

きにσ22/Nがfxy/NZよ りずっと小 さくなって無

視 しても計算値にほとんど誤差がでないからです。

 ここで,「 共起関係の強さはtの 大 きさに比例す

る」 とは言えないことに注意が必要です。tス コア

は単に前述 したように 「同 じ」という前提からずれ

の大 きさを示 しているだけで,決 して直接的に共起

関係の強 さを表 しているわけではないのです。後述

する相互情報量 とは反対に,tス コアは頻度の多い

語の方が大 きくなる傾向があるのです。

4.相 互情報量

 情報量はその情報が持っている情報の大 きさを示

す もので,-logρ で計算 されます。 pは 事 象が起

こる確率で,logの 底 としては普通2が 用いられま

す。コインの表裏を当てるような賭けではそれぞれ

が112の確率ですから情報量は1(ビ ッ ト)と なり

ます。 「1㎜回に1回 しか起 きないような事象が起

きた」という情 報なら2且o=1024で すか ら,約10

ビットとなり,情 報量の観点からはコインの表裏よ

り10倍 価値ある情報と言えます。

 ところで,あ る事象xの 生起を別の事象yか ら推

測することを考えます。この とき事象yが 起きたこ

とを知ったとき,事 象xの 情報量の変化(差 分)は

ば,同 時 に起 こる確率(共 起確率)P.Y.個 々の生 次 の式で計算す ることが で きます。

起 確 率pz, PYは,

  Pa、 e/ 、/ノV・P、;f,/ノV・n、=云,/ノV

で求 め られ ます 。今,Xiと し て,2つ の 語が 共起

する確率 を取 り,x2と し てそれ らが独 立 に共 起す

1(x;y)=1(x)-1(xly)

    _‐logp(x)+logp(xIy)

        P(x,y)     ・_

       p(x)p(y)
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これを相互情報量 と呼んでいます。この式は見てす

ぐわかるようにxとyに 対して対称 となっています。

 この相互情報量 も単語 と単語の共起関係を測るこ

とに使 うことができます。p(x,y)を2つ の単語が同

時に共起 する確 率と し,p(x), p(y)をそれぞれが共

起する確率とすれば,も し,xとyに 共起関係がな

いならば,p(x,y)=p(x)p(y)と な り相互情 報量は0と

なります。つまり,yの 生起を知ることはxの 生起

を知る何の手掛か りにもならないということになり

ます。逆に,相 互情報量が大きければ,yの 生起の

情報はxの 生起の良い予測を与えることになるわけ

です。xとyの 頻度 を用いて上式を書き直す と,

              .なv

              /V    I(x;y)=log

             五!}

             NN

となります。相互情報量は情報量の差分ですから,

頻度の少ないものが大きくなる傾向があ ります。例

えば,対 象とした集合の中でxもyも1回 しか出て

こなくて,し か も共起と見なす範囲にその両方が出

現 した場足には,1(x;y)は10gNと なって非常に大き

な値になってしまします。 したがって,相 互情報量

はfx, fyが ある一定値以上ないと意味をなさない

ことに注意が必要です。

5.カ イ2乗 分布

 サ イコロは昔 か らよ くギ ャンブルに利用 され ます

が,法 律論 を さておけば,ま ともなサ イコロを使用

すれ ば問 題は ない はず です 。 しか し,サ イコ ロが

「まとも」であ るか どうかは どうや って検定すれば

よいので しょうか。1つ のサイ コロを60回 転がせ

ばどの目 も10回 で ることが期待 で きます。 しか し,

実 際にはあ る目は9回 しかでないか も知れない し,

別 の 目は12回 出るか も知れ ませ ん。それでは,次

の ような結果 となった とき,こ のサ イコロは まとも

と言え るで しょうか 。

目

   x・k( zo;‐e;
      `冨1   e;

ここでoお よびeは 観測度数と期待度数を表 してい

ます。kは 種類数(こ こでは6)で す。上の表をも

とに zXを計算 してみるとlL2に なります。このzX

の値はある形の分布をすることが分かっています。

これがカイ2乗 分布と呼ばれるもので,自 由度(上

のkか ら1を 引いたもの)に よって大きく形が変化

するような分布形です。分布形が分かれば,そ こか

ら何%の ものが その zX以上(あ るいは以下)の 値

を持つのか知ることができます。上の例の場合です

と自由度が5の 場合に相当しますので, zXの値が

11.07で95%に な ります。 したがって,上 の よう

な場合にはまともなサイコロでない と疑った方が良

いようです。 (専門的に言えば有意差5%で 棄却 さ

れると言います)

 それでは,こ の分布は言語処理ではどんな場面で

利用できるので しょうか。ある特定の単語の存在か

ら,そ の文章がどんなカテゴリーに属 しているのか

を推定できる場合があ ります。例えば 「選手」 とい

う言葉が出て くれば,ス ポーツに関係する文書だと

いうことが推定できます。ところで,こ うした単語

を候補の中から自動的に選び出す方法はないで しょ

うか。分類したいカテゴリーが予め決まっていれば,

候補 となる単語の出現頻度 を求め,下 の ような表

(分割表と言われます)を 作ることができます。

単

語

Q

β

Y

十言
口

観測度'

カ テ ゴ リ

A  B  C  D

18  29 70  115

17 28 30 41

ii io ii zo

46  67 111 176

十昌ニロ

232

116

52

1  2  3  4  5  6

15 7  5 11 6 16

こうしたとき,観 測度数と期待度数とがどの程度一

致 しているかを測る指標があります。この測度はカ

イ2乗 といい次の式で定義されます。

400

も し,カ テ ゴリー と単語 は関係 ない とすれば,2つ

の分類水準は独 立であ るとい うことにな ります。 も

し, zXの値 が大 き くなれ ば独立 であ る とい う仮説

は棄却(す なわちカテゴリー と単語 には関係があ る)

され ます。 ところで,サ イコロの場合 と違 って上の

ような表の場合,ど うや って期待度数 を求め た らよ

いので しょうか。 それには,周 辺分 布を利用 します。

も し,独 立 ならば表のマ ス中の値は周辺分布か ら計
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算 で きるはずだか らです。例 えば(A,α)の とこ

ろの期待度 数は

 400x232/400x46/400

で計 算 できます。 自由度は(列 数一1)×(行 数一1)

で,上 の場 合 には6と な ります。 この表 のzXの 値

を求め る と,20.7と な ります。 自由度6の5%

棄 却 点 は12.6で す か ら,こ の結果 は有意(独 立

で ない)と 判定 で きます。 しか し,こ れで は 「単語

とカテ ゴ リーは独 立で ない」 ことが分か っただ けで

す。実際 には,カ テ ゴリー にあ ま り依存 しない単語

もあれば,カ テ ゴリー依 存度の高い もの もあ るわけ

です。 カテ ゴ リー依存度 の高い単語 を探す には,単

に(o;一 θ,)2/弓 の 大 きい ものを選 べ は 良い ことは

容易に想像できることでしょう。

6.相 関

 相関はい くつかの変数の相互の関係 を調べるため

に用いられます。 しかし,相 関係数では2つ の変数

が直線的に関連 しているときにのみ有効な測度 とな

りうることを忘れてはいけません。たとえば,xとy

とにx2+y2=1の ような関係があ るとき,こ の2つ の

変量の関連性が強いことは明白ですが,得 られるサ

ンプルデータの相関をとってみれば0に 近 くなるは

ずです。相関係数は,

      Σ(x;-x)(y;-y)
      '=1    r=

         (n-1)SsSy

で 定 義 され ます。 ここで,SR,Syは 標 本標準偏 差 を示

してい ます。

 2つ の カテゴ リーに属す る文書か ら50文 ランダ

ム に文 を抜 き出 し,そ の長 さの相関係 数 を測 った ら

0.2が 得 られた と します。 さて,こ の2つ の カテ ゴ

リー には相関 があ ると言 えるでしょうか。もちろん,

o.zは 相 関があ ると して もか な り小 さな値では あ り

ます が,そ もそ も0.2が 意 味のあ る数字 か どうか と

い う問題です 。言い換 えます と,相 関 係数rの 信頼

性 をどう考 えた らよいのか とい う問題 です。

 実 はxとyが どちら も正規 分布 をする とい う仮定 の

下でrの 理論的 な分布 形 を求める ことがで きます。

この分布形はサ ンプル数 とP(rの 真 値)に 依存 し,

か つ非対称な分布 とな ります か ら簡単 ではあ りませ

ん。 しか し,次 の よ うな変 換 をす る とwは ほ ぼ正規

分布す る とい うこ とが分か って います。

       1           1+r

    w==l°ge2  1‐r
つ ま り,こ のwを 使 っ て ,正 規分 布 による検 定 を行

なえば良いわ けです。

wの 平均値 μwと 標準偏差 σwは,

  凡 一112・吋 主葺  16 ,_n-3
で得 られ ます 。です か ら,上 の問題 をP=0の 検 定

問題(つ まり相関が0)と して扱 えばよいわけです。

P=0,n=50か ら σw=0.146,μw=0が 得 られ ますか

ら,95%の 信 頼 区間は

   一〇.29< p <0.29

とな るこ とが 分か ります。r=0.2はw=0.20に 対 応 し

ますか ら上 の範 囲に入 ります。つ ま り,仮 説は採択

され,r=0.2は 有 意で ない とい うことにな ります。

 と ころで,標 本の 大 き さが28でFO.6の 場 合 の

Pの95%信 頼 区間は どの程 度 になるで しょうか。

計算 してみ る と

    0.29< p<0.79

とな ります。r=0.6が 中 心値 にな らな いこ と,区 間

の幅が広い ことに注意 して くだ さい。つ ま り,標 本

の大 きさがか な り大 き くないか ぎ り相関係数 はあ ま

り信頼で きる測度で ないこ とが分か ります。

7.む すび

 言語データベースの整備が進むにつれて,そ れを

機械翻訳に利用するという動 きも活発化 しています。

前回の 「技術早分か り」では,対 訳例文を機械翻訳

に利用する方法 を紹介 しましたが,対 訳データベー

スでなくても,現 実の言語データを観察すれば,内

省では気がつかない様々なものが見えてきます。統

計手法は大量のデータから意味のある情報 を自動的

に抽出するための強力な道具 とな ります。ここでは,

6つ の手法を紹介 しましたが,主 成分分析,ク ラス

タリング,エ ントロピーなどまだまだ知っていた方

が よいと思われる手法が存在しています。以下に,

統計の勉強に役立つ と思われる本2冊 を紹介して今

回の終 りとします。

参考文献

P.G.ホ ーエル著:初 等統計学,培 風館

奥野忠一ほか:多 変量解析法,日 科技連

一1R一



研雍機関紹灘
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    Korea Advanced Institute of Science and Technology

                                    Key‐Sun Choi
                                    kschoi@cs.kaist.ac.kr

1.は じめ に

 本 記事 では、KAIST(Korea Advanced Institute of

Science and Technology)に お ける 自然言語処理研 究

の活動 について述べ る。機械翻訳 に限定 した もので

はな く過 去5年 間のあ らゆる研 究開発 に触れてい る。

2章 で は、KAISTが 現 在 行 なって い る基本 的 な状

況 に触 れる。次 に、基盤技術 とその応用 について言

及す る。最後 に研究者 の紹 介を行 な う。

2.基 礎一 イ ンフラス トラ クチ ャと標準

 韓国語の利用者は世界で8番 目に多い。利用者の

大部分は南北韓国の人々であり、次いで中国北西部、

日本、ロシアに生活する利用者が多い。韓国語の方

言は多様である。基本的な部分における問題はほと

んどないが、技術的なコミュニケーションで幾つか

の間題がある。

 同 じ韓 国語 で も他地域 の言語 で書 かれた文書 に対

しては翻訳 が必 要な場 合が あるため、それぞれの地

方 や地域 の現代語利用者 のための韓国語 の インフラ

を構築す る必 要がある。 これを目的 とした プロジェ

ク ト[2]が 、文 化省(Ministry of Culture)、 科 学技

術省(Ministry of Science&Technology)の 支援 で始

まっている。 プロジェク トは1992年 よ り計 画策定が

始 まり、1994年 に10年 計 画 が承 認 された。同年後半

より始 まったプロジェク トは大 きく分けて 「インフ

ラス トラクチャ構築(infrastructure building)」、 「標

準 化(standardization)」 、 「応 用(applica【ion)」 の3つ

の カテ ゴ リか らなる。最 初 の2つ の カテ ゴ リでは

KAISTの 指 導の もと、い くつか のサ ブ プ ロ ジェ ク

トが国家規模 の研究機 関の15チ ーム と2つ の ソフ ト

ウェアハ ウスに より実施 されている。 インフラス ト

ラ ク チ ャ 構 築 プ ロ ジ ェ ク トは、情 報 ベ ー ス

(information base)の 構1築 と、その開発/管 理環境

とか ら成 る。情報 ベース とは、生 コーパス、 タグ付

けコーパス、ツ リーバ ンク、辞書 、専 門用 語集、の

ことで ある。 開発/管 理 は、タギ ングワー クベ ンチ、

構文木 タギ ングワークベ ンチ、意味 タグワー クベ ン

チ 、バ イ リンガル対訳 コーパ ス、辞書/コ ーパス管

理 シス テム などであ る。 コーパ スと しては、生 コー

パ スが100Mト ー クン、形 態素/構 文 タグ付 け コー

パ スが50Mト ー ク ン、ツリーバ ン クが200Kな どが

あ る。我 々はこの タスクに既 に3年 間 を費や してい

るが、我 々の10年 計画は3つ の フェー ズか ら成 る[1

3]。最初 の フェーズは 「単 語」 に焦 点 を置い た もの

であ る。 この フェー ズはほ とん ど完 了 した[http:〃

kibs.kais[.ac.kr,written in Korean]。1997年 の 後半か ら

始 まる第二の フェー ズは 「文」 レベルに重 きを置 く

ものであ り、最終 フェー ズは 「文脈」 レベ ルをキャ

ッチ フレー スに してい る。

 イ ンフラス トラクチ ャ構築プロ ジェク トは高度 な

研 究の達成 を目的 と した ものではな く、既 知の技術

や リソー スを完成 させ ること、す なわ ち様 々な研究

開発のため に利用で きる基本モ ジュールや大規模 な

リソー スを構築す ることを主眼に置いた、,その ため

には標準化が不可欠 になった。その際、我 々は標準

化 とい うものが研究 と異 なるこ とを学 んだ。仕様 は

1つ1つ 議 論す る必要があ り、時 間 を要す る作業で

あ る。 さらに正式の標準化は多 くの努力、忍耐 、実

用性 の検証 を要す る。我 々は、標準 とい うもの はIE

式 決定の前 に実際 に利用 されるべ きである と考 え、

プロ トタイプ段 階です ぐに利 用で きる ように配布 し

て きた。

 各 モ ジュール並 びにリソースの記述 に関す る標準

化は達成で きた。現在は、それ らが国内の標準(少

な くともデ ファク トスタンダー ド)と なる よう進め

ている。 リソー スの標準化は形態 素一構 文 タグ、構

文構造の タグセ ッ ト、TEI(Text Encoding Initiative)

やSDML(以 ドで述 べ る)の よ う な コーパ ス ・辞

書記述言語か ら成 る,、言語処理 モ ジュールの標準で
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は、あ らゆ る インタフェ ース にお いてSDMLだ け

でデー タがや り取 りされる ように提 案する。

 デ ー タ ・情報の構築は研 究 とは別の ものである。

今回のプロジェク トを通 じて我 々は研 究者や リソー

スをいかに管理す るか を学んでいるが、更に重要 な

事 は、各研究者の アイデ アをいかに管理す るか、そ

して創造性 を制限せず にいかに 自由 を与 えるか、 に

ある。言語工学の複雑 さは知識工学や ソフ トウェア

工学 以上であ る。 ソフ トウェア工学の 「滝(water-

fa1且)」モデ ルでは、ステ ップ毎の逐次 的 な洗練 化並

びに同期 した フィー ドバ ックが必要 とされ るが、 こ

れに対 し専 門家の知識 を計算機 に移植す るには表現

や学 習が解決 されなければ ならばい。言語工学の タ

スクは 「滝」 モデルを超 えその本質 は分散 ・非同期

である。言語工学 の知識構築の タス クは知識工学者

に限った ものではない。た とえば、辞書の中身 を編

集する辞書編纂者 は人間知識の ソー スであ るだけで

な く知識工学者 で もあ る。言語工学 におけ る知識構

築の本質は、知識工学者 と人間知識資源の間の コ ミ

ュニケー ションが 問題 なのでは な く人間の知識資源

と巨大な情 報ベースの間 に問題があ ることにあ る。

その次の問題 は、各研究者が開発 したその ようなリ

ソースや システムをいか に統合す るかであ る。

 この考えは 「分散情報 アーキテ クチ ャ(distribut-

ed information architecture)」と呼 ばれ るコ ンセ プ トに

通 じている。 その1つ は、辞書や情報の記述用言語

SDML(Standard Dictionary Markup Language)の 特

殊 な版 で実現 されてい る[15]。 ま た、TDMS(Text

and Dictionary Management System)と 呼 ぶ情報管理

システム も実装 してい る[14]。

 人 間 に 限 ら ず あ らゆ る エ ー ジ ェ ン トは コ ミ ュ ニ ケ

ー ト し合 っ て い る 。 エ ー ジ ェ ン トに は 次 の 条 件 を 満

た す 情 報 伝 達 者 を 要 す る 。 す な わ ち 、 ど の よ う な エ

ー ジ ェ ン トに で も デ コ ー ド可 能 で
、 い か な る 内 容 を

表 現 で き 、 自 分 自 身 の 表 現 ス キ ー マ の 中 に 存 在 す る

他 の エ ー ジ ェ ン トヘ エ ン コ ー ド機 構 を 提 供 で き る 情

報 伝 達 者 で あ る 。 エ ー ジ ェ ン ト標 準 化 組 織FIPA

(Foundation for Intelligent and Physical Agent) に 対

し、SDMLの 更 新 版 と し てSKDL(Speciticationof

Knowledge Description Language)を 提 案 し た 。[Tokyo

96;Turin97, http://drogo.cselt.stet.it]

 こ の 概 念 に基 づ き、KAISTで はABMT(Agent-

BasedMachine Translation)の 研 究 を進め てい る。 同

様 の メカニ ズムは"shake-and-bake machine translat

_ion・や ・multi‐engine machine translation"と して提

案 されていた。違いは プロセスがエ ージェ ン トによ

って非同期 に制御 され る点 にあ る。す なわち、各モ

ジュールに対す る多重エ ンジンは最適 な解 を求 めて

互い に協力/競 合 しあい なが ら計算 を進 める。 その

時の コ ミュニ ケー シ ョンはデコーデ ィング手法 を含

む標 準 化言語SKDLに よ り処 理 され るが 、各 コ ン

ポー ネン トは随時 その時点の処理 に割 り込 むこ とが

で きる。

 以上、全体構成を述べてきた。次に文献 リス トを

参考に各研究を簡単に紹介する。

3.部 品 と応用

 名 詞句認識 には正確 な形態素解析 とタグ付 け結果

が必要で ある[11]。 情 報検索 を目的 と した名詞句認

識 に関 してはい くつかの発表があ る[1],[12],[19]。

初 期の研究で は、形態素解析 を用い て1語 に絞 り込

み、 この結果 を構文解析 と格構造 にかける。 しか し

なが ら、この手法 は語彙の不足 によ りす ぐに行 き詰

ま り、研究の焦点 は統計的手法 による自動 シ ソーラ

ス構築 に移 った。関連語の 「クラスタ リング」 を見

つ けるの に有用 と され る 「コロケーシ ョンマ ップ」

の概念が必要 となったが 、無限の文書空 間並 びに単

語のペ ア問の無限 の対応 を前提 に しているコロケー

シ ョンマ ップは計算量があ ま りに大 きい ので現実 的

な解決法で はない。サ ンプリングサ イズが 自動 的に

発見で きればこの問題 は減少す る可能性 はあ り[8]、

その ための基礎的 な統計が[6]で 示 された。

 重 み だけで な くシソーラスの構造 を動的 に制御す

るとい うアプローチ もあ る[9]。 ま た、情報検索 シ

ステムを現実の問題 に適用す ると、[16]で 述 べ ら

れ るように未登録語や外来語が重大 な問題 となる。

バ イリ ンガル辞書[10]の 構 築 に効率的 な手法 を見

つ けるの に、英語 と韓国語間のバ イリンガルコーパ

スワークベ ンチを研究 して きた。 この成果 は機械翻

訳 に適用 可能であ り、現在 は英一 韓[3][7]、 韓 一

英[10]、 中一 韓[17]の3種 類の機械翻訳 を研究 開
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発 してい る。

 構 文解析 で は統計的手法 とルールベ ースシステム

とを統 合 す る よ うに試 み てい る。そ の1つ と して

HMM(Hidden Markov ModeD をRTN(Recursive

Transition Network)に 適 用す る研究が ある[4],[5]。

また、依存 文法(dependency grammar)を イ ンサ イ

ドーアウ トサイ ドアルゴ リズムの ような統計 手法 に

統合す るこ とも試み てい る[18]。

4.メ ンバ ー

 研 究 所の メ ンバ ーは教授2名 、研究奨学生4名 、

常勤の博士過程の学生15名 、修士学生10名 、非常勤

の研 究生4名 、 スタッフ4名 か ら成 る。4名 の研究

奨学生のバ ックグラウン ドは様 々であ り、異 なる国

の博 士号 を持 っている。 オースチ ンの Texas大 学

か らの心理 言語学 者、Pari s第7大 学 か らの計 算機

語彙学者、Tuebingen大 学 の意味論 の研究 者、 Harbin

工 科 大学の 自然言語処 理研 究者である。中国か らの

修士 学生 も一人いる。4名 のス タッフの業務 は文書

管理、図書出版、中国語の語彙 編集、秘書業務であ

る。KAISTは キ ャ ンパ ス内 にベ ンチ ャー パー クを

持 ってお り、研 究成果 は現 在、 ソフ トウェア会社へ

供与/協 力 されている。
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日本翻訳連盟

「国際 コ ミュニケーシ ョン ・フ ォーラム」の報告

10月22・23日 東 京 ・東条会館

 恒 例 のJTF翻 訳 祭 は、今年 は 「国際 コ ミュニ ケー シ ョン ・フ ォーラム」 と名称 を変 え、内容 もブ ラ ッシ

ュアップされて去 る10月22・23の 両 日東 条会館 で開催 された。

 デ ジ タル色 が一段 と濃厚 にな って きたく情 報 ビ ッグバ ン〉へ の途上 にあ って、2001年 に 向か う国際 コ ミ

ュニ ケー シ ョンのあ り方 な ど、盛 りだ くさんのテーマで熱心 な講演 、討論が繰 りひろげ られた。

 初 日の記念講演 では 、米国マ イクロソフ ト社のD.Brooks氏 が 、バーチ ャル リアリテ ィ、サ イバ ー ・コ ミ

ュニ ケーシ ョンな どをキーコ ンセ プ トに コンピュー タ ・ネ ッ トワー クな どデ ィジ タル ・コ ミュニケー シ ョ

ン環境が創 る 「21世紀 の異文化交流」 について 、また、基調講演 では、デ ィジ タル時代 への教 育 を展 開す

る富士通 ラーニ ングメデ ィア ・山口俊 治氏 が来 るべ き情報民 主主義 につ いて語 るな ど、近 未来 におけ る期

待 と課題 が語 りかけられた。

 2日 目の基調講演 では、国際 ジャーナ リス トの 日高義樹氏 が異文 化交流の難 しさにつ い て語 り、 「カル

チ ャー ・リテ ラシー」つ まり比 較 とジ ャッジメ ン ト、そ して 自らの アイデ ンテ ィテ ィが必 要 であ るこ とを

説かれた。そのあ と、翻訳事 業者、翻訳者 、 さらには翻 訳発注企 業か ら現状 と課 題 につい て、 また、放送 、

映像 な どの メデ ィアやデ ィジ タル ・コ ミュニ ケーシ ョンにお けるコ ンテ ンツ ・ローカ ライゼー シ ョンな ど

に関連 して、現場か らでなければ得 られ ない多 くの提 言が な された。

 AAMTは 、 この 「国際 コ ミュニケー シ ョン ・フォー ラム」 を後援す る とと もに、並 行 して行 われた10社

のエ キジビシ ョンにUPF活 動 の成果 を展示 し、参観 者の うちの約50名 に詳細 な説明を行 った。
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Abstract

 In English-Korean machine translation, the meaning difference between the source sentence and the object
sentence usually comes from the result of literal translation. The meaning of the source sentence would be

distorted when translated literally and delivered not properly to object language speakers, especially

between the two languages, English and Korean.

 For the resolution of this problem, this paper proposes Extended Idiom which usually has meaning fixed.
The Extended Idiom includes the conventional idioms, collocations, verb patterns and etc., in the source

language as well as iti the object language. Sometimes the Extended Idiom can have various meaning

depending on the context of the sentence. And the meaning of idiom is determined by using the context

constraints.

 The algorithms for acquisition and recognition of idioms are presented in this paper and the related

problems are shown with the solutions. The meaning accuracy and the efficiency of the time and memory
space for the translations are shown to be improved by extended idiom through the experiments.

1.Introduction

 In machine translation, it is difficult to get the precise meaning of object sentence for the source

sentence[1]. The reason is that the meaning of a word or a phrase in a source sentence does not match

exactly the meaning of a word or a phrase in an object sentence[]]]. This leads to a mismatching of the

meanings between the two languages.

 Fig.l shows a frequent translational equivalent between a source sentence and the corresponding object

sentence. Area B is the portion of a sentence that the meaning in the source language and the object

language is matched properly. But area A and area C are shown as the poor translated portion of the

sentence, For example, when the source sentence"1 have a lo'{ゾ 切oη8ジis translated literally, the phrase"α

lot of"would cause to generate a poor portion of translation.

 The source sentence may include some idioms which can be understood only by source language native

speakers, so the meaning of the literal translation of the sentence would not be proper for the object
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language speakers. In this paper, we use the Extended Idiom to recover the meaning deficiency for the

translation. During the translation, an idiom plays a role as a keyword in each sentence, which helps the

parsing to reduce time complexity and memory space and also helps semantics analysis to get the precise
meaning for the object language speakers[3)[8].

Area A

Source Sentence

Area B

Object Sentence

Area C

Fig.lTranslational Equivalent

 The Extended Idiom in section 2 consists of conventional idiom, collocation, verb pattern, idiomatic
prepositional attachment, sentence-level idiom and transformation. A conventional idiom has fixed meaning
with relatively high probability in a sentence. And it plays very important role in machine translation for

semantics implementation as well as for syntactic analysis[3]. A collocation is another form of an idiom

which is a transformation of the example sentences. The verb pattern is also dealt as another form of an

idiom. Each pattern of the verb provides own meaning playing a role of an idiom. And some nouns and
adjectives have also a preposition for the idiomatic prepositional attachment. The scope of idiom would

range from a word to a complete sentence.

 In section 3, the process of idiom acquisition consists of two phases. That is, the first is candidate phrase
discovery phase and the second is the verification phase. And the problems caused during the acquisition

and recognition of idioms are shown and the solution for these are proposed . In section 4, the results of

experiments are given with graphs, which show the improvement of meaning correctness and memory space

and processing time.

 The structure of current our system with four phases is shown in Fig.2and the phases are explained
briefly below.

 Lexical Analysis

 In this phase, the source sentence is analyzed lexically. Using the lexical dictionary, most of the part of
speeches of the words for the sentence are decided.

Syntactic Analysis

After idiom recognition, the parse tree for the input sentence is constructed by the set of grammar rules .
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Semantic Analysis

With semantics implementation, the transfer phase is performed using the transfer dictionary.

Generation

The object sentence is generated using generation dictionary.

                     Input Sentence

Lexical Analysis

Syntactic Analysis

Idiom Recognition

    Parsing

   Semantic Analysis

Semantics Implementation

       Transfer

ii

  Idiom

Dictionary

ii

Generation

Output Sentence

   Fig.2 Structure of current system

2.Extended Idiom

 Extended idiom is explained as follows.
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2.1Conventional Idiom

The conventional idiom includes source idiom which is admitted by source language speakers and object

idiom which is recognized as an idiom by object language speakers.

Source Idiom

The word stream of source idiom has different meaning from the sum of meaning of each words in idiom

stream. The definition of source idiom is as follows.

ルf(ids)=ル1rw1貼_W∂ ≠ ΣMr胸

(ids:source idiom, W;ith word, M(a) meaning of a)

Followings are some source idioms listed by its part-of-speech .

1)Noun Idiom

  "Ah・t li・・"一 〉"司 暑 赴 糾 魍"(・di・ect,・ec・et t・1・ph・n・li・k b・tween tw・imp・ ・tant p・ ・P1・)

  ``the pros and cons"一 一〉"L}魁(蓼 暑"(the arguments for and against a matter)

  i.e."the casting vote","the cold war", and etc

2)Verb Idiom

  ``read between the hnes"一 〉``ゼ ヌ1ヌ恥 斗"(understand or sense more than the actual words say)

  ``make up one'smind"一 一〉``召 懇 苛u㍗"(take a decision)

  i.e."keep one's word","bring up"and etc

3)Adjective Idiom

  ``quite a few"   一一〉"杢}1ま 司n}OLa L"(much numerous)

  ``afraid of_" 一一〉 ``ご≡}T  ♀a a}モ ∋" (fearful)

  i.e."good at_","as sharp as a deedle"and etc

4)Adverb Idiom

"s・far"
一〉"ス1舌 叫 ス1"(till n・w)

  ``again and again" 一一〉 ``嘆 剋ol jユ"(repeatedly)

  i.e.,"all over again","for God's sake"and etc

5)Other Idiom

 ``as well as"一 一〉``讐 只}oト し1己}"(and_also)

Object Idiom

O切ect idiom can be fbrmed as an idiom when there exists more suitable target expression in o切ect

language even though a corresponding meaning in literal translation can be found
. The definition of object

idiom is

〃(id。ノ=雌w1%_w∂ 三 ΣMr胸,瓦 侮 θ4。刀 ≠E。(£M(剛

θ4,'・bject idiom, E。rω'ezpre∬'・n of吻ect idi・η1ノ
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Some of object idioms are listed below by its part-of-speech.

1)Noun Idiom

 6`book reading" 一〉 ``」暑 ノ司(reading)"

 ・・school book" -b> ``五1コ}ノ →(textbook)"

 i.e."younger brother","institute of technology"and etc

2)Verb Idiom

 ・・be at war"一 一〉``組 碧 苦01τ}(situation)"

 ``make haste"一 〉``入IT旦 じ干(be in a hurry)"

 i.e."agree on one point","bear in mind"and etc

3)Adjective Idiom

 ``my own"一 一〉``し}ス ト<ユ 到(my)"

 ``any other" 一一〉 ``ユ 早レ011 t斗 喜(anything else)"

 i.e."little or no","many more"and etc

4)Adverb Idiom

・even mOre" 一一〉"司 司 辛(moreOver)

 ``along time ago"一 一〉``皇 剛 組 〔川(10ng ago)"

 i.e."all alone","many more"and etc

2.2 Collocation

 Acollocation comes from the example sentences for each word[5][6]. The meaning of word can be fixed
variously in accordance with co-occurrence word.

〃(Uレ毎) ニ  ルfβ ゲ (7rレγあ Vレ7ヌ,

        ル1κ ゲcrwω 鴨,

        ルfδ otheハ ㌻・ise

`αW1, Wzノ'W/and W2 are co-occc`rred, M; 〃leaningノ

Following is the list of some collocations classified by its part-of-speech.

Verb Transitive Collocation

鱒pick"

  (The thief)picks a lock,一 一> 5`ス}号 到 暑 署 じ}(unlock)"

  (The thief)picks a key.一 一>65(ヨ 瑚 暑 唱t斗(take)"

Verb Intransitive Collocation

 run

b・y・ru・(i・th・g・ ・den)一 一〉"蝿 暑 ゜1鯛[}(m・h)"

・・mp・ter ru・・(f・・c)一 〉"轡 日 プレ 遡9叫(execut・)"

Adjective Collocation

一27一



 "fair"

  (Isaw a)fair lady -一〉``○ ト暑t斗OL(beautiful)奇 目"

  (Isaw a)fairjudge-一 〉``Oo a}(impartia1)ス 腹}モ}"

Adverb Collocation

 'lhard鱒

  (1)studied hard     -一〉 ``(遣杢]司(eagerly)OTSトL}"

  (1)puHed(the door)hard -一〉 ``そ}糾711(strongly)0フ1じ}"

Preposition Collocation

"with"

  (1)went(to the airport)with(my)mother-〉``しI Lし}到(>1司 月 」 ,, (together)号 宣}(川 獄 τ}"

   (1)observed(the cell)with(my)microscope-一 〉

                               "L_1-1竜 ・1碧 書 メ1甚 尋 鉱too1)刈1王 暑 モ}書 苛 銀 叫"

2.3Verb Pattern

 The verb patterns are defined in the dictionaries for some verbs[2][5]and each pattern has its own frozen
meaning.

  超v凝Pg Pz,…, P∂ ノ ニMgゲprv。 ノ=ψ

                     MXゲprv。,=x

                     Mω ゲplyα,= ω

   rvドaverb w・rd, Pμpattern l, pry,.・the pattern number ofverbり

 For example,

"make"

 P4-〉"司 一司 ヱ 司II斗"(wi11)

  ``1〃:ade'o leave the tenゼ' 一一〉 ``し}モ三 週 叫{} 乙ヂ_Q 8ブjz 3≡ダzヲレ・

 P5-一 〉"9じ 干"(become)

  "1'1且make a dentist"一 ウ"し}ゼ え1」4身 メ1!ノ ヨ ダ ρ1中 ・

 P6 -一〉 貯只}暑 じ1.11(create)

  "God made man"一 一〉``s}と 唱01{ソ 浮 吾 を 至 尋 憂 中 ・

 P14 -一〉 'Lo11711_{}R〔}暑(〉{三Zr[雫1(give)

  "1〃lade him a new suit"一 一〉"し}Lコ 曜 が 矧 名}ギ 書 契 寄 手 窺 中 ・

The verb patterns in this paper are listed below .

Pl:V                         P2a:V+Adverb                 P2b:V+(for)Adverb

P3 V+Preposition+O                P4 V+lnfinitive                 PS  V+C
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P6:V+O

Pg V+Gerund

P12 V十what Clause

PIS  V十 〇 十[hat Clause

P18 V+O+Adjective

P2且 . V+0+(喧obe)C

P24  V+O+Past Participle

P27  V.Aux+Present Participle

P7 V+O+Adverb

P10 V+what+Infinitive

P13 V+O+Preposition+O

P16 V+O+what+lnf

P19 V+O+Noun

P22  V+O+Bare Infinitive

P25  V.Aux+Bare Infinitive

P28a:V.Aux+Past Participle

P8  V+Infinitive

PII  V+that Clause

P14 V+1.0+D.O

P17 V+O+what Clause

P20  V+O+Infinitive

P23  V+O+Present Participle

P26  V.Aux+Infinitive

 P28b:V.Aux+Past Participle

2.41diomatic Prepositional Attachment

Aprepositional attachment of high frequency is defined as an idiom as follows,

M(Pra)=Mp(f C(Pra Vp)

         MXゲcrPrω 八蛋ノ

         ル1δゲC(Pra As)

 (Pr;'Qpreposition word,ノV,' α'noun word, AFα α4ノθC'ive word)

Amain word and a preposition are combined to be an idiom. The main word can be a verb word, a noun

word, and an adjective word. The prepositional phrase underlined below can be translated into two or more

different phrases in Korean because of the semantic ambiguity of the preposition, but using idiomatic

prepositional attachment, correct one can be selected.

The verb attachment is composed of a verb word and a preposition word.

  ``  to schoor'(n)  一一>  1) ``al- _盟``(direction)

                     2) ``叫 ユ丑〃 スノノ14``(goal)

The noun prepositional attachment is composed of a noun word and a preposition. For example,

  ``the QCCQSS'o the gate"(n) 一一> D ``{蚤≦≧」巨∫ブ 習 書'(direction)

                           2) ``{≡}〃炉スノタノ召{≡で'(point to)

The adjective prepositional attachment is composed of an adjective and a preposition. For example,

  "S  ,for his failure"(n) 一一> 1) ``ユ 釧 を 立刊olグ巧ダ司ダ≦}』ゾ毎4``(reason)

                         2) ``ユ ≦a 翌 立刊吾 手ソδ1ダ≦}』ゾ毒メ4``(sake)

In the above,1)is the correct translation for each attachment.

2.5Sentence-level idiom

 Afull sentence can be recognized as an idiom. And some sentences used in dialog also can be classified as
the sentence-level idiom. A single word, a phrase, or a sentence can be realized as an idiom sentence.

一29一



Asingle word roles as an object sentence.

  "Congratulations" 一〉 ``考 ・さ}亨}し1τ 二}"

  ``Fine" 一一〉 ``奪 告 し1亡}"

Aphrase can be translated into an object sentence.

  ``No problem"一 一〉"{蚤 刈 叡 告t」 じ}"

  ``Of course not" 一一〉 ``暑 暑oト ㌔ヨし1し 十"

Acomplete source sentence can be translated into a phrases of object language.

  ``hdepends" 一一> 1ワ0♀(>11 Lし}己}人1モ ∋"

  ``Ibet you" 一一〉 ``{≡・弔 叡01"

And a complete source sentence can be translated into an object sentence.

Fixed form Idiom

  All around is fair"一 一〉"せ 列 フ}手 じ}"

 ``Fools rush in where angels fear to tread"一 一〉``司 一昊 そ}oト ス1唱 早 入1{}{垂T≡L{≡ ・t}"

 ``Hold on a minute"一 一〉``モ}哲 肚 フ11斗 司 刈1豆"

 "So you say?" 一一〉 `5ユ ろ辺01フ 暮 呈}皇]し1η ト?"

Variab且e form Idiom

 ``The same was true of_"一 一〉_」 三 }i}フ}ス1じ 手

 ``There live_"一 一〉``_フ}甘t斗"

"Would you mind ifsentence?"
一一〉"∫ θ πθηc8胡 三 週 書 含 日 ηト?"

"lt is time t・ -infinitive"一 一〉"r・-infinitive z入1そ}(召qu}"

2.6Transformation

 For the translation, the structural information of a sentence such as tense, number, voice and etc. is

reformed in view of object language. Some phrases in source sentence can be ignored and some indicators

ln source sentence are to be changed, and even part-of-speech can be changed for proper meaning of the

Oヒeject且anguage.

Tense

The tense difference between source language and object language should be resolved . For example,

  ``He[S ready."一 一> TelL  7}倒 銀q!"(was)

  "lt is s・ 〃 ・ut."一 一〉"・ 腿 倒 銀[}"(was)

Number

The number in person should be changed for object language . For example,

  ``∠控schoor' 一一〉  `` OT・  (our) す}i丑"

  `ら雌parents" 一〉 `5→r  (our♪ 早 三丑 瑠"
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Voice

The voice has to be changed in some cases. For example,

  ``Imust be dre∬ ε4些2." (pass. voice)一 一〉``しLL智 を 解 ρ跨 重}u}"(act. voice)

  ``Iam  re are  or anything."(pass. voice)一 一〉``し}ミ 三 AT(≡旦 フ}z {≡弄βソ委 亭'(act. voice)

Order of modification

The order of description has to be changed. For example,

  ``bi〃ions o stars" 一一〉 ``Txゾ ⊆≡ブa/ z" (stars of bilhons)

  ``alard amount ofproducts"一 一〉``酵 書2}名1憩 杢}苦"(products of a large amount)

Part-of-speech

In the result of translation, POS can be changed. For example,

  ``△幽!"一 一〉``{ゴ 凌ノ!(Noun-一>Adverb)

  ``-on your birthday."一 一〉``望 くユ91想 望 暑 考L尋 矛 乙ノ県"(Noun->Verb)

Mood

Asentence mood is changed by elision of sentential element. For example,

  "Youjust cheer up."(indicative mood)一 一〉"フ1{}朗 入1皇"(imperative mood)

  ``ヱ幽wait."(indicative mood)一 一〉``フ1叫 司 入1皇"(imperative mood)

Meaning weakening

 Some insignificant words in source sentence increase the ambiguity of syntax and semantics. Such words
can be ignored during the translation for object language speakers. But the ignored words may be recovered

when it is necessary. For example,

  "Iread even a word in today'snewspaper."

   i.e. even, just, also, well, however,...

The insignificant phrases can be ignored without any affection on the meaning. For example,

"What do you think the book is?"

Transformation for contrary meaning

Ameaning in source language may have contrary meaning in object language. For example,

  ``ls this seat taken?"一 一〉``ゼ 〃 日ノ(召 月 ηレ?"(ls this seat empty?)

Simplification

 The simplification of source sentence

example,

  "not so much as saving eood bve"一 一〉

simplifies the sentence structure and sentence meaning. For

"一"
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3.Algorithm

The algorithms for idiom acquisition and idiom recognition are explained below.

3.1Algorithm for idiom acquisition

 The idioms are acquired from the corpus and the process of idiom acquisition consists of two phases,
which include idiom discovery phase and idiom verification phase. In the first phase, the phrases which

seemed to be an idiom are found in the corpus and in the second phase, the phrases which are used actually

with a consistent meaning are verified in other corpus. In the idiom discovery phase, sentences in the corpus

are translated one by one. If the result expression is not natural for the object language speakers, it is

registered as a candidate phrase of idiom. This procedure is illustrated in Fig.3.

input sentence

translate it using translation system

interrogate the result expression

no
 not

natural

  ?

yes

freeze the distorted expression

   for a candidate phrase

register the frozen expression as

acandidate phrase with correct meaning

Fig.31diom discovery

In the second phase, the candidate phrases from above algorithm should be verified whether they are used

with a same meaning in different corpus. After the sentences including the candidate phrase are extracted

from the corpus, they are translated one by one. If the candidate phrase has a single meaning through

corpus, it can be registered in the idiom dictionary as an idiom. If not, it is registered in the idiom dictionary

with sentential contextual constraints. The procedure of idiom verification is shown in Fig.4
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Candidate Phrase

Extract sentences including candidate phrase from corpus

Interrogate the meaning of candidate phrases

                      yes      Is the meaning

       always fixed
           ?

            no

Discoverconstraints for idiom

    Modify the dictionary

                                  Fig.41diom Verification

 The frequent constraints discovered during verification procedure are listed as below

・ Collocation for objectives

 The phrase is frozen with a single meaning in case of collocation for objectives. The definition of this is as

follows

  Id(W, Wz_W∂=yesゲor w/W2_W∂ ∈CO`W/Wz_W㌔ ノ

                no otherwise

   (ld(a):ls a a idiom?, O(a) objectives of[x, CO(a):alist ofobjective collocation)

For example, a verbal phrase

    "live on  "

       "My uncle lives on the hill."一 一〉"(a目 ♀1(判囚'暑 じ}"(literal translation allowed)

       ``The horse lives on hay,."一 〉``ぞ ノ室 晋 ≡ヴjZ響 亭'(idiom translation on且y)
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i.e."fall on _","be in the mood for_"and etc

 In the above,"live on"is frozen only when the objective belongs to the set,{hey, meat, corn,...}. The

phrases``drop in","act oバare the same case.

●  Part-of-speech of the successor

 The phrase is frozen for certain a successor. End-of-sentence mark and preposition, or conjunction word

are likely to be the successor. The definition is below.

/dでWIW塾_W∂=yes if when W/WI..,WAS,,9, PO∫r∫ ノ ∈ !EO∫, CO八 σ, PREP/

              no otherwise

(POS(a) POS of a)

For example, a prepositional phrase

"in public"

  ``He is much interested in public health."一 〉"off、 旦 社'(literal translation aHowed)

  ``He used to criticize them in nub[ic."一 一〉``矛 ノ〃 尋 ≦≧」三"(idiom translation only)

i.e."for short","in a second","for sure"and etc

 In the phrase"in public health", the phrase"in public"could not be frozen because it is followed by the
noun(not preposition, conjunction and EO-sentence)word"health"."turn around","at a discount"are the

same case.

・  Context feature of following word

The verbal phrase is frozen for certain feature of the following word. For example,

    "give the ax"

       ``Igave the ax to cut the tree."一 一〉``三 列 暑 雫 τキ"(literal translation a且10wed)

       "Igave the ax to Mr. Brown yesterday."一 一〉"解jZギ 中'(idiom translation only)

    i.e."bring home the bacon","carry the baby"and etc

 In the first sentence, the verbal phrase is not frozen because it is followed by the keyword"tree". An
algorithm for the resolution of homonym word sense[17]is used for this case. The phrases"money for

jam","get the picture"are in this case.

The idioms are collected from the corpus using idiom collection algorithm to construct the idiom dictionary

which is implemented for our system. The size of idioms is shown in Fig.S. The conventional idiom takes

the biggest portion in the dictionary, but the portions of the other idioms will be getting bigger as the corpus

tests go on.
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Extended Idiom

Conventional Idiom

Collocation

Verb Pattern

Idiom Pren. Attach.

Sentence-level Idiom

Transformation

Total

Number

85000

・111

30

600

500

350

92480

Fig.S Number of Idioms by types

3.2Algorithm for idiom recognition

 The Extended Idiom in a source sentence is recognized before the sentence translation. The algorithm for
idiom recognition is as following.

For input sentence W={W, ,W2,..., W }

1<-0;

while(/く=n)

!

Id<-GetldiomListfromDict(W;);

if (j <- FindMatchString (ld, W;, n))

kく 一Proce∬MatchStr'π8(/d;, W;・泌

/<一/+k;

ノ

The description functions used in above algorithm is below

GetldiomListfromDict(W):Returns all the idioms registered in word W entry in the dictionary with

nrgiiment W

FindMatchString仏 肌 ノ 」Returns theposition of idiom phrase in the sense'ice with argumentム(idiom

〃∫∫,and肌(word〃 ∫血 ∫餌 θ〃cθ,

PrOCθ ∬ ルlatchstring(L,肌 ノ'Returns the'ast position(if idio〃:phrase in the sentence with乙(idiom

phrase)and肌(who'e sentence)

When applying this algorithm

below.

for the recognition, several levels of difficult problem are observed as

・  Easy recognition
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 Frequent idioms in source sentence could be recognized easily. For example,

     "Ihave劃books."

     "lkept his Lesson in my mind."

 In this case, idioms are recognized without any semantic problem.

  ●  Difficu且t recognition

 Idiom recognition becomes difficult in cases.

 (1)Modifier problem

 Amodifier inside the idiom makes the recognition more difficult. For example, for the phrase format

      id=w,w2w3... M;.w;..w  (id=idiom string, w=word in idiom, M=modifier, and M;_modifies w;)

 Amodifier M;causes the problems for the recognition. In the idiom"take care of_", a modifier"good"for

word"care"brings in some difficulties for recognition.

     "Itook care ofmy baby."    (easy recognition)

     "Itook good care ofmy baby."  (difficult recognition)

 For such problems, extra idiom entry for"take good care of_"are added into the idiom dictionary.

(2)Scope problem

 In the idiom format,

      idニwlw2w3_〃', where Mt is a Meta-word

 Mt has a scope ambiguity. For example,

    "Ikept company with Mr. Kim in my laboratory"      (Mt includes prepositional phrase)

    ``Ikept company with Mr. Kim in the United States."   (ル1t does not include prepositional phrase)

 For the resolution, we need an extra processing for the prepositional phrase attachment determination. And

the prepositional phrases would be tested for prepositional attachment after the idiom recognition.

4.Experiment

Our system performed translation of 1000 sentences from Korean high school English textbook and the

length of sentences ranges to 20 words for this experiment. We used SUN Workstation SPARC-20 with
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Solaris 2.40.S. to measure meaning correctness and efficiency for time and space fbr山is experimenしThis

system with idiom and without idiom were experimented to evaluate translation correctness and efficiency

of time and space. In Fig.6, E represents excellent translation, A means excellent translation with minor

deficiency and U means unacceptable translation including parsing failures. In this experiment, the meaning

correctness is improved from 44.8%to 87.9%for excellent level and 93.3%(from 68.9%)is achieved by

idiom implementation for understandable translation.
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Fig.6 Meaning Correctness

 In Fig.7, the average time consumption for a sentence is reduced from 3.7 second to 2.87 second and also
the space consumption is reduced from 6.47 Mbyte to 4.08 Mbyte by idiom approach.
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Fig.7-a Time consumption Improvement
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Fig.7-b Memory Space Improvement

5.Conclusion

 The Extended Idiom concept is proved to improve the meaning of the translated result and memory space
and speed for the translation as shown in the previous graphs. The Extended Idiom usually has a fixed single

meaning but sometimes the meaning is determined depending on the context among various possible

meanings.

 The system will collect more idioms and the system will be improved more as the corpus tests going on by
this approach for semantics as well as for syntactic problems. And the domain-based idiom should be

collected for the domain-dependent translation.

 For longer sentences, more kinds of idiom are to be searched for the characteristics of longer sentences
and more idioms have to be collected for improvement of the wide range of sentence translations .
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新製晶紹介

英 日/日 英機 械翻 訳 システムASTRANSAC●for Windows V3.0

株式会社 東芝

1.概 要

 東 芝 は、Microsoft●Windows● 上 で動作す るパー ソ

ナル翻訳 ソフ トウェァ 「ASTRANSAC⑪(エ イェ ス

トラ ンザ ック)for Windows」 をバー ジ ョンアップ

し、V3.0と 致 しま した。

 ASTRANSAC●for Windowsは 、パ ソコン上の電

子文書 を初心者で も簡単 に翻訳で きるソフ トウェア

で、対訳エ デ ィタを用い て文 を一文ずつ確認 して翻

訳 した り、フ ァイル指定で一気 に翻訳 した りす るこ

とがで きます。 また、新 製品のV3.0で は 、 ク リッ

プ ボ ー ドに 入 っ た文 を 自 動 的 に 翻 訳 し た り、

Microsoft●WORDや 一 太郎、 インター ネ ットの情報

を レイアウ トを残 した まま翻訳で きる機能 など、他

のアプリケーシ ョンとの連携 が強化 され ま した。 さ

らに、語句の使い方や例文 を登録す ることにより、

ユ ーザ固有の言い回 しを翻訳で きるなど、 カス タマ

イズ機能 もさらに強化 され ま した。

 翻 訳結果は 、翻訳結果補助画面 や、 クリップボー

ドに格納す ること もで き、他 のアプ リケー ションで

ペース トす るだけで翻訳結果 を挿 入で きます。

(2)RTF文 書 ・HTML文 書 の翻訳

 今 まで のテキ ス ト文 書やWORDや 一 太郎 の ドラ

ッグ範 囲 の翻訳 に加 え、RTF形 式 やHTML形 式 の

文書 の翻訳 がで きる よ うにな ります 。RTF形 式 を

使 えば、WORDや 一 太郎 の文 書 を、 HTML形 式 を

使 えば インター ネ ッ トの文書 をまるご と翻訳 し、翻

訳結 果に原文の レイアウ トを反映す るこ とが で きま

す。

(3)パ ター ン翻訳

 例 文 を登録する と、それ を参照 しなが ら翻訳す る

機 能 を提 供 します。 これ によ り今 まで よ り自然 な翻

訳結果 を出力する ことがで きるようにな ります。

2.新 機能

 ASTRANSAC`●for Windowsは 、 語彙遷移文法に

よる原文解析 ならびに意味 トランスファ方式に よる

言語間変換 を用い ることによ り高品質 な翻訳結 果が

得 られ、豊富 な翻訳環境 設定、使 いやすい対話 画面

な ど を備 え たWindows⑪95/WindowsN↑ ②上 で 動作

す る32bitア プ リケー シ ョンです。新 バー ジ ョンに

おいて は、上記の機能に下記の機能 を拡張 いた しま

した。

(1)ク リ ップボー ド自動翻訳

 Windows⑪ の アプ リケー シ ョンの コ ピー機能 を使

用 して、 クリップボー ドに翻訳 したい文書 に入れる

と、 自動的 に翻訳 する機 能を備 え ました。 この機能

を使用す る と、例 えば、OCR入 力 デー タやWORD

な ど ワープ ロ中の文書、Microsoft● Excelな ど表計

算 ソフ トの項 目、プログラム中の コメ ン ト、メール

な ど、様 々なアプ リケー ションとのシーム レスな連

携 が可能 とな ります。

(4)詳 細辞書登録

 言葉の使われ方を細か く登録することができ、翻

訳精度を上げることができます。今までの簡単な辞

書登録手段 も提供 しますので、英語の理解力に応 じ

て2種 類の辞書登録方式を使い分けることが可能と

なります。

(5)標 準辞書の語数が23万語 に増加*

 業界最多語数23万 語の標準辞書が利用できるため、

高度な翻訳を実現 します。利用者は20万 語までユー

ザ辞書を登録可能であり、別売 りの専門用語辞書 を

組み合わせることにより専門性の高い文書の翻訳に

も高い品質が得 られます。

*:1997年11月 現在(当 社調べ)英 日のみ。日英は

8万 語

3.機 能

翻訳:全 文翻訳 、一文翻訳 、次文翻訳 、範囲指定翻

 訳 、ク リップボ ー ド翻訳 、テキス トフ ァイルー括
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 翻 訳 、RTFフ ァ イ ルー括 翻訳 、 HTMLフ ァ イル

 ー 括 翻訳 、 クリ ップボ ー ド自動 翻訳 、WORDド

 ラ ッグ範 囲の翻訳(*1)、 一 太郎 ドラ ッグ範囲 の

 翻 訳(*2)

辞 書:簡 易辞書登録 、詳細辞書登録、辞書参照 、辞

 書 削除、一括辞書登録、パ ター ン辞書登録、ユー

 ザ 辞書登録内容一覧表示

翻訳環境:パ ター ン辞書使用 設定 、原 文解析 パ ラメ

 ー タ設定 、訳 文解析 パラメー タ設定 、辞書環境設

 定 、その他 の項 目設定

原文編集:未 知語検索 、並列語検索、翻訳不要句設

 定 、並 列句設定、挿 入句設定 、一括不 要句設定(*

 3)、 句 指定解除 、品詞指定(*3)、 数指 定(*4)

訳 文 編集:訳 語選択/学 習、大文 字 ・小文 字変換(*

 4)、 簡 易置換(*4)

フ ァ イル:新 規作成、既 存文書 の読み込 み、挿 入読

 み 込み、上書 き保存、名前 を付 けて保存 、文書 印

 刷(原 文、訳 文、対訳形式)、文書送信

編集:移 動 、複写、貼付 、削 除、取消 、全文消去 、

 検 索 、置換 、文挿 入、文削 除、文分割 、文接続

その他:フ ォン ト変更、HELP

*1:対 応 するWORDの バ ージ ョンは6.0/95/97

*2:対 応 す る一太郎のバー ジ ョンは6.0/6.3/8.0

*3:英 日のみ

*4:日 英 のみ

4.動 作 環境

ハー ドウエア

 対 応機種

CPU

メモ リ

デ ィス ク

PCIAT互 換 機 、 PC98シ リ ー ズ

i486DX 4,Pentium, Pentium Pro,

Pentium-11

16MB以 上(推 奨24MB以 上)

英 日25MB以 上 、 日英25MB以 上 、

両 方 向50MB

ソフ トウエァ

OS   日本 語Windows●95ま た は 日本語

     WindowsNτ ⑪SERVER/

     WORKSTATION3.51/4.0

・ASTRANSACは 株 式会社東芝の登録商標 です
。

・Microsoft
, Windows,WindowsNTは 米 国マ イクロソ

 フ トコーポ レー シ ョンの米国 ならびにその他の地

域 における登録商標です。

・その他の名称 は、各社の商標、登録 商標 の場 合が

あ ります。

(株)東 芝

コ ンピュー タ ・ネ ッ トワー クプロダク ト事業部

〒105-8001東 京 都港 区芝浦1-1-1東 芝 ビル

電言舌:03-3457-2725 FAX:03-5444-9234

.  翼

フ㎡掩)劇 身㊤ 康文■鍛㊤ 鉾書◎ 獣P 訳文編簾⑧ オジシ9ン⑩〕 錦フ脚

塾團團剴遡 圖豊圖團璽團劃劃圖堕幽 劃劃到

1

2

3

oshiba Machine Translation

system    fior
 indows.

oshiba English‐Japanese

machine translation system

STRANSAC can automatically

ut English language texts into

apanese with high accuracy

nd刊uenc .

STRANSAC consists of

specialized sofware(an

English‐Japanese translation

ackage and technical term

ictionaries).

東芝 械 翻訳 システムASTRAN
AC for Windows.

東芝英 日機械翻訳システムAST
RANSACは 英語テキストを自動

的に高い精度および流暢さを持
った 日本語に翻訳することがで

ます。

STRANSACは 、専 門のsofware

英 日翻 訳パッケージおよび技術

的な用語 辞書)か ら成 ります。

願1:「勇:二厨:

ASTRANSACの 対訳 画面例
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新製品紹糠

インターネット連 携 日英 翻 訳 ソフトTransLinGO!V1.0

富士通株式会社

1,は じ め に

 「TransLinGO!」 は 日本語 が わ か ら ない外 国 人

の方 々が英語版Windows95とInternet Explorerを 利

用 して 日本語Webペ ー ジを英語 で読 むための 日英

翻訳 ソフ トです。 この ソフ トを利用す ることで、英

語 を母国語 とする方々がイ ンターネ ッ ト上の 日本語

の情 報(企 業情 報、観光案 内、 日本文化紹介 など)

を英語で読んで、 日本語 の世界 を気 ままにネ ッ トサ

ーフ ィンす ることがで きます。

2.4 簡 単 な操作

 Internet Explorerと 連携 するための複 雑 な設定 は

一切不要です
。翻訳 はリンクをたどるだけで自動 で

開始 します。翻訳機能 の切 り替 え もツールバ ーのボ

タン操作 で簡単 に行 えます。

2.5 訳文表示の選択

 設定により同一画面上で和文(原 文)と 英文(訳

文)を 交互に表示させることもできます。日本語が

少 し理解できる方や日本語を勉強している方は、日

本語の情報を確認 しながら読むことができます。

2.特 徴

3.動 作 環境

2.1 英 語 版Windows95で 動 作

 日本 語 環 境 は 不 要 で す 。Interne[Explorerに ア ド

オ ン さ れ て い るMultilanguage Support(Japanese)を

利 用 す る こ と に よ り、 英 語 版Windows95で 日 本 語

表 示 が 可 能 で す 。

2.2 利 用 形態 で選択で きる3つ の翻訳機能

(1)ペ ー ジ翻訳

 Internet Exp且orerで 表 示 される 日本語Webペ ー ジ

をレイア ウ トをその ままに してペー ジ全体 を翻訳 し

ます。

(2)ア ウ トライン翻訳

 ペ ー ジの概 要 をつかむために、ヘ ッダ(見 出 し)、

リス ト(項 目)、リンク部分 だけを翻訳 します。

(3)ク リ ップボー ド翻訳

 翻 訳 させたい部分 をクリップボー ドにコピーす る

だ け で 英 語 に翻 訳 し ます。翻 訳 結 果 はlnternet

Explorerの 画面 に表示 されます。

2.3 高 い 翻訳品質

 高 度 な意味 処 理方 式 を採 用 した 「ATLAS」 翻 訳

エ ンジ ンとインターネッ ト用語 を含め15万 語 の基本

辞書 で、高品質 な翻訳 を実現 してい ます。

CPU

OS

メ モ リ

ハ ー ドデ ィスク

i486以 上

Microsoft Windows95(英 語 版)

16MB以 上(OS含 む)

35MB以 上

必 須 ソフトウェアInterne[Explorer4.o(ま た は3.02)※

      Internet Explorer Add‐ons

      Multilanguage Support(Japanese)X

       ※CD-ROM版 に 組 み 込 まれ て い ます 。

販 売 会 社 ・価 格

米 国 市 場 向 け Fujitsu Software Corporation

   (http://www.fsc.fujitsu.com/language/)

      ダ ウ ン ロ ー ド販 売 $88(税 別)

      CD-ROM通 信 販 売$98(税 別)

日 本 市 場 向 け 株 式 会 社 ジ ー ・サ ー チ

   (http://shop.g‐search.ocjp/manual/TLGO/)

      ダ ウ ン ロ ー ド販 売  9、800円(税 別)

      CD-ROM通 信 販 売 10、800円(税 別)

お 問 い 合 わ せ 先 富 士 通 株 式 会 社

        ソ フ ト ウ ェ ア 販 売 推 進 部 市 川

       TEL:03-3730-3136

       e‐mail:dev mail@softinfo.ssl.

           fujitsu.co.jp
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富 士 通 TransLinGO1 V 1.0

アウトライン翻訳
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ページ翻訳(訳 文のみ表示)

翻訳処理切り替え

翻訳中断

翻訳中断を行います.

環境設定
・訳文表示の形態

(英語表示モード/対 訳表示モ
・クリップポードコピーの方法

(コピーボタン/右 クリック)
・ツールバーのカスタマイズ

・プロキシの設定

クリップボード監視

ボタンを押した状態にすると,クリ

ップボード監視翻訳がONに なり

ます

翻訳状況アイコン

翻訳処理中は地球が回転しま

す

自動翻訳

ボタンを押した状態にすると,新 しい

ページを開いたとき翻訳を開始しま

す

会員の皆様からの投稿歓迎!

編集委員会

AAMT Journalは 、 ア ジア太平洋 機械 翻訳協 会の機 関誌 として、協会か ら会員の皆様へ の情報伝達 のほか

に、ひ と りひと りの会員か ら他 の会員へ の情 報発信の場 として の役 目も大切 な ことだと思 ってお ります。

世界がます ます小さくなり、私たち機械翻訳 に携 わるものに新 しい期待が寄せ られるようになってまいり

ました。ぜ ひ、会員 の皆様 の声 をお寄せ くだ さるよ うお待 ち してお ります。
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事務掃だよ矧

           AAMT前 会長 京都大学教授

                   長尾  真先生に三つの慶事

10月30日 第1回IAMT賞(IAMT Award of Honour)が 長 尾真前会長 に授 与 され ることとな り、アメ リカサ

     ンデ ィエゴ市で のMT SummitVlの 会場 で授賞式が とり行 われま した。

11月3日 恒 例 の秋 の褒章受章者が政府 から発令 され 、京都大学教授 長尾真先生が知能情報学研究 の分野で

    紫 綬 褒章 を受章 されま した。

11月15日 京 都大学 の第23代 総長 に長尾真教授が選任 され、12月16日 に就任 され ま した。

事務局だより

Minako O'Hagan

小 笹 和 彦

佐良木 昌

鳴海 武 史

山岸 鉄 男

荒木 健 治

林  典 門

藤並 稔 弘

恩 地 晴 美

陸  楽

Yung Taek Kim

Song Dong Kim

Yuseop Kim

田 中 孝

Key‐Sun Choi

福 富 織 枝

草場 武 司

森本 健 一

Kaori Espanol

'96'97年 度 入会 の か た が た

     一敬称略一

     ・毒ノ

     パ゚ '`、、'

       it

   ・畢
  7"ミ ・
'96
.4月 入 会

'96
.9月 入 会

'96
.6月 入 会

'96
.10月 入 会

'96
.10月 入 会

'97
.7月 入 会

'97
.7月 入 会

'97
.7月 入 会

'97
.7月 入 会

'97
.8月 入 会

'97
.8月 入 会

'97
.8月 入 会

'97
.8月 入 会

'97
.8月 入 会

'97
.10月 入 会

'97
.10月 入 会

'97
.10月 入 会

'97
.10月 入 会

'97
.12月 入 会
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事務局 だより

役員 ・委員の交替

次 の とお り、役員お よび委員の交替があ りま したので ご連絡 します。

理 事

運営委員会

編集委員会

ネッ トワー ク

翻訳研 究会

沖電気工業株式会社

rein;1
_n日 本 電 子 工 業 振 興 協 会

日本電気株式会社

シャープ株式会社

退任 榊  靖夫

就任 牛尾真太郎

退任 古沢 章

就任 樋口和雄

退任 田村真子

就任 山端 潔

退任 篠崎直子

常務取締役

技術部兼業務情報化推進室 部長

C&Cメ デ ィア研 究所音声言語

テクノロジーグループ主任

事務鶏だよ鰻

協 会 活 動 報 告

運 営 委 員 会 9月12日

市場動向調査委員会

技術動向調査委員会

10月15日

11月21日

9月30日

11月10日

9月30日

11月11日

編 集 委 員 会 10月6日

ネットワーク翻訳 研 究 会

イン タ ー ネ ットWG

シンガポールサ ミットWG

9月10日

11月21日

12月22日

12月25日

①MT SummitVlの 参 加方針 ②MT SummitWの 取 組 み ③ 事 務局 報告

④ その他

①MT SummitVlの プ ログラム と参加状況 ②MT SummitWの ノ∫針

③AAMTの 会 員 ・会費状況 ④ その他

①MT SummitVl報 告 ②IAMTの 新 体制 と田中穂積教授 の会長就任

③MT SummitWの 計 画立案 ④ その他

① ヒアリングの進め方 ② 他の委員会 との交流の進め方 ③ 事務局 報告

① 事務局報告 ・審議 ② ヒア リング(ス ーパー アスキー小川編集長)

①UPF活 動 の進捗状 況 ②UPFの 展 示の進め 方 ③ 事務局 報告

①UPF活 動 の進捗状 況 ②UPFホ ー ムペ ージ開設 ③MT SummiM報 告

④ その他報告

①AAMT J・urnal No.20の 反 省 ②No.21以 降の編 集方針 ③AAMT J・umal

の 部 数 ・配布先 ・費用等 の検 討 ④MT SummitVlの 取扱 ⑤ その他 報告

① 発足趣 旨説明 ② 座 長選出 ③ 活動 方針検討

① ヒア リング(長 瀬産業堂野前進氏) ②MT SummilVI報 告

①AAMTホ ー ムペ ージの運用 ②'98年 度 の計 画 ③ その他

①MT SummitW 備 の 意見交流(CICC,JEIDA)

鰯
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